
な
お
、
本
書
を
貴
重
書
と
し
た
の
は
、
固
有

の
書
名
が
唯
一
も
ち
い
ら
れ
て
い
る
以
外
に
、

他
の
二
本
の
龍
大
写
本
に
は
見
ら
れ
な
い
「
英

重
」
銘
(
大
谷
大
学
本
に
も
あ
り
)
と
本
書
の

み
に
あ
る
貴
重
な
奥
書
と
が
存
し
た
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
銘
は
、
冒
頭
の
「
興
福
寺
奏
達
状

法
然
上
人
流
罪
之
事
貞
慶
解
脱
上
人
之
御

草
」
の
下
に
見
ら
れ
る
も
の
で
、
本
書
を
書
写

伝
持
し
た
最
初
の
人
物
か
と
思
わ
れ
る
。
史
伝

史
料
に
よ
れ
ば
英
重
に
は
、
川
文
永
八
年
・
文

永
十
一
年
・
建
治
三
年
(
一
二
七
一
・
一
一
一
七

四
・
一
二
七
七
/
大
和
春
日
神
社
文
書

)ω
元

応
三
年
(
三
三
二
/
山
城
海
住
山
寺
文
書
)

川
明
徳
二
年
・
応
永
三
十
年
(
一
三
九
一
・
一

四
一
二
一
/
法
隆
寺
文
書
・
東
大
寺
文
書
)
の
=
一

名
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
興
福
寺
や
貞

慶
と
の
関
連
性
を
考
え
る
と
、

ωも
し
く
は
同

の
英
重
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
い
ず
れ
に

せ
よ
禿
氏
文
庫
所
蔵
の
『
奏
達
状
』
は
今
に
残

る
『
奏
状
』
よ
り
古
い
時
代
の
原
本
を
書
写
し

た
も
の
で
、
長
ら
く
越
後
浄
奥
寺
に
伝
来
襲
蔵

さ
れ
て
い
た
も
の
が
明
和
の
頃
に
畿
内
に
弘
通

し
、
つ
い
に
臨
全
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
非
常

に
貴
重
な
書
籍
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ

ろ、つ。

。

本
書
の
重
要
性
は
、
何
よ
り
も
『
奏
状
』
以

前
に
貞
慶
の
手
に
よ
っ
て
す
で
に
草
稿
本
が
書

か
れ
て
い
た
事
実
を
知
実
に
示
す
点
に
あ
る
。

近
年
、
前
掲
の
龍
谷
大
学
写
本
二
本
を
研
究
し

た
城
福
雅
伸
氏
は
、
こ
れ
ら
を
『
奏
状
』
の
異

本
と
認
め
な
が
ら
も
、
悪
意
的
に
改
策
さ
れ
た

畑、
書
で
あ
る
と
見
な
し
た
。
そ
し
て
、
異
本
に
は

「
上
人
は
智
者
な
り
云
々
」
等
身
と
い
う
法
然

擁
護
の
文
言
が
す
べ
て
削
除
さ
れ
て
い
る
と
し

て
、
本
来
は
宗
教
弾
圧
書
で
は
な
い
『
奏
状
』

を
悪
し
く
改
箆
し
、
宗
教
弾
圧
書
で
あ
る
か
の

よ
う
に
粉
飾
し
た
と
非
難
し
た
。
し
か
し
、

「
奏
達
状
』
と
「
奏
状
』
の
全
文
を
比
較
検
討

す
れ
ば
一
目
瞭
然
で
あ
る
が
、
明
ら
か
に
『
奏

達
状
』
の
方
が
先
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
し
か
も
、
禿
氏
文
庫
本
の
存
在
に
よ
っ

て
、
両
書
は
名
称
さ
え
も
違
う
書
物
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

当
時
、
法
然
を
擁
護
し
て
い
た
の
は
後
白
河

上
皇
や
九
条
兼
実
ら
で
あ
っ
た
が
、
後
白
河
院

が
亡
く
な
る
と
、
南
都
北
嶺
か
ら
の
法
然
批
判

が
激
化
し
て
き
た
。
そ
こ
で
、
貞
慶
は
八
宗
を

代
表
し
て
「
沙
門
源
空
勧
む
る
と
こ
ろ
の
専
修

念
仏
の
宗
義
を
糾
改
せ
ら
れ
ん
こ
と
」
を
求
め

て
、
ま
ず
『
奏
逮
状
』
を
著
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
法
然
擁
護
派
の
圧
力
に
よ
る
も
の
か
、

改
変
さ
れ
た
現
行
の
『
奏
状
』
を
謹
告
し
た
。
こ

の
『
奏
状
』
と
て
、
表
紙
に
「
奥
福
寺
奏
状
案
」

と
あ
る
か
ら
、
ま
だ
案
文
で
あ
っ
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
実
は
貞
慶
も
ご
く
初
期
に
弥
陀
信
仰
を
有
し

て
い
た
。
建
久
四
年
か
ら
五
年
(
一
一
九
三
j

一
一
九
四
)
に
か
け
て
は
「
念
仏
の
単
修
」
も

試
み
て
い
る
ほ
ど
で
、
弥
陀
の
十
念
来
迎
を
強

く
願
っ
て
い
た
こ
と
が
諸
文
献
に
よ
っ
て
確
認

で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
建
久
六
年
よ
り
貞
慶
は

再
び
「
広
学
」
に
転
じ
た
。
す
な
わ
ち
、
広
く

諸
行
を
実
践
し
て
い
く
方
向
性
に
戻
っ
た
の
で

減勝1

あ
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
貞
慶
は
『
観
世
音

菩
薩
感
応
抄
」
に
お
い
て
、
「
涯
分
を
量
ら
ず

し
て
久
し
く
願
望
を
係
け
る
」
と
い
い
、
凡
夫

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
弥
陀
の
勝
れ
た
三
界

出
過
の
浄
土
を
欣
求
し
て
い
た
愚
を
赤
裸
身
に

語
る
の
で
あ
る
。
こ
の
三
界
出
過
の
難
に
つ
い

て
は
「
奏
達
状
』
や
『
奏
状
』
に
も
、
「
至
愚

の
者
、
た
と
い
夙
夜
の
功
あ
り
と
雛
も
非
分
の

職
に
任
ぜ
ず
。
下
賎
の
輩
、
た
と
い
奉
公
の
労

を
積
む
と
難
も
卿
相
の
位
に
進
み
難
し
。
:

し
か
る
に
偏
に
仏
力
を
懇
み
て
涯
分
を
量
ら
ず
。

是
れ
則
ち
愚
療
の
過
な
り
」
と
、
明
確
に
示
さ

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
浄
土
の
法
門
に
つ
い
て

の
両
者
の
決
定
的
な
解
釈
の
相
違
が
一
つ
の
底

〈

〉

研

究

概

要

報

流
と
な
り
、
そ
こ
に
「
破
戒
を
宗
と
す
る
」
専

修
念
仏
者
の
悪
行
の
数
々
が
重
な
っ
て
、
本
寺

で
あ
る
興
福
寺
の
要
請
を
受
け
て
書
き
あ
げ
た

も
の
が
、
本
書
『
興
福
寺
奏
逮
状
』
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
書
「
奏

達
状
』
に
つ
い
て
は
、
そ
の
翻
刻
も
含
め
、
あ

ら
た
め
て
別
稿
に
お
い
て
示
す
こ
と
に
し
た
い
。

。

以
上
の
よ
う
に
、
禿
氏
文
庫
に
は
『
興
福
寺

奏
達
状
』
を
初
め
と
す
る
貴
重
な
和
写
本
の
存

在
が
多
数
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
を
用
い
た
今

後
の
研
究
の
進
展
に
大
い
に
期
待
す
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

内

δ

とヒ
口

O 

平
成
二
十
一
(
二

O
O
九
)
年
度
本
研
究
所
の
研
究
計
画
は
、
指
定
研
究
二
件
(
継
続
一
、
新
規

こ
、
常
設
研
究
三
件
(
継
続
一
、
新
規
二
)
、
特
別
指
定
研
究
三
件
(
継
続
三
)
、
共
同
研
究
四
件

(
継
続
二
、
新
規
二
)
、
そ
し
て
個
人
研
究
三
件
(
新
規
一
二
)
が
設
置
さ
れ
、
合
計
十
五
件
の
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
構
成
さ
れ
た
。
次
に
示
す
よ
う
な
具
体
的
な
計
画
の
も
と
、
総
研
究
員
数
二
二
七
名

の
協
力
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
る
。

研
究
成
果
と
し
て
「
悌
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
四
十
七
集
に
共
同
研
究
他
の
報
告
論
文
六
編
、

研
究
員
報
告
一
一
編
、
翻
訳
一
編
、
セ
ミ
ナ
ー
報
告
一
編
の
他
、
恒
例
の
本
研
究
所
講
演
会
の
講
演
記

録
二
編
を
収
め
た
。
善
本
叢
書
と
し
て
は
、
『
選
択
本
願
念
仏
集
(
延
書
)
』
(
責
任
編
集
者
大
田

利
生
氏
)
、
仏
教
文
化
研
究
叢
書
と
し
て
は
、
「
中
世
の
文
学
と
思
想
』
(
責
任
編
集
者
大
取
一
馬

氏
)
、
『
ス
ピ
リ
チ
ユ
ア
ル
・
ア
フ
リ
カ
』
(
責
任
編
集
者
落
合
雄
彦
氏
)
が
出
版
さ
れ
た
。
永
年

の
研
究
成
果
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

A 

指
定
研
究
(
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
の
貴
重
書
の
研
究
・
出
版
)



ー
、
日
本
語
日
本
文
学
禿
氏
文
庫
本
の
研
究
(
二
年
次
)

主
任
・
大
取
一
馬
研
究
員
三
四
名

(
研
究
の
目
的
)
本
学
図
書
館
所
蔵
の
禿
氏
文
庫
本
は
貴
重
な
図
書
を
多
く
収
蔵
し
て
お

り
な
が
ら
、
そ
の
内
容
が
多
分
野
に
わ
た
っ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
総

合
的
な
調
査
が
行
わ
れ
な
い
ま
ま
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
本
研
究
で
は
こ

の
禿
氏
文
庫
本
の
全
て
を
三
年
間
で
調
査
・
研
究
し
、
三
年
目
に
は
当
文

庫
の
中
、
学
術
的
に
資
料
価
値
の
高
い
貴
重
書
を
善
本
叢
書
と
し
て
刊
行

し
、
四
年
目
に
は
文
庫
目
録
を
付
し
て
『
善
本
解
題
』
を
刊
行
す
る
予
定

で
あ
る
。

(
研
究
計
画
)
禿
氏
文
庫
が
各
分
野
に
わ
た
っ
て
い
る
た
め
、
仏
教
・
真
宗
・
国
史
・

文
学
の
四
分
野
の
研
究
者
が
調
査
、
研
究
に
当
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。
具

体
的
に
は
当
文
庫
の
写
本
・
版
本
を
中
心
に
書
誌
カ

l
ド
を
作
成
し
、
貴

重
本
と
思
わ
れ
る
図
書
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
撮

り
、
紙
焼
き
に
し
て
、
そ
れ
を
基
に
詳
し
く
調
査
研
究
す
る
こ
と
に
し
て

い
る
。
ま
た
諸
本
の
伝
本
研
究
が
必
要
な
場
合
に
は
、
当
該
書
の
所
蔵
機

関
に
出
向
い
て
比
較
研
究
を
行
い
、
当
文
庫
本
の
位
置
付
け
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
ま
た
場
合
に
よ
っ
て
は
、
思
想
的
な
方
面
の
知

識
も
必
要
と
な
る
の
で
、
研
究
会
に
参
加
し
て
、
そ
の
知
識
を
得
て
調
査

に
役
立
て
る
こ
と
に
す
る
。
特
に
本
年
度
の
研
究
と
し
て
は
、
文
庫
の
調

査
を
進
め
る
と
共
に
、
そ
の
内
容
を
精
査
し
、
貴
重
書
、
准
貴
重
書
、
普

通
書
に
区
分
し
、
善
本
叢
書
に
載
せ
る
べ
き
書
に
つ
い
て
は
そ
の
解
題
を

ま
と
め
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
の
他
、
二
定
の
成
果
が
得
ら
れ
た
場
合
、

当
研
究
所
の
セ
ミ
ナ
ー
を
通
し
て
公
表
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

2
、
国
史
学
「
西
本
願
寺
宗
意
惑
乱
一
件
」
文
書
を
読
み
解
く
二
年
次
)

主
任
・
平
田
厚
志
研
究
員
九
名

(
研
究
の
目
的
)
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
に
「
西
本
願
寺
宗
意
惑
乱
一
件
」
と
題
す
る
全

十
六
冊
か
ら
な
る
古
文
書
(
写
)
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本
文
書
は
、
い

わ
ゆ
る
「
三
業
惑
乱
」
騒
動
が
発
生
し
た
享
和
元
年
か
ら
騒
動
の
終
結
に

至
る
文
化
八
年
ま
で
の
期
間
に
記
さ
れ
た
「
伺
書
」
「
答
書
」
「
趣
意
書
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
個
別
文
書
を
時
系
列
的
に
全
十
六
冊
に
収
録
し
た
も

の
で
、
「
三
業
惑
乱
」
騒
動
の
全
容
を
解
明
す
る
た
め
の
基
本
史
料
と
も

い
え
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
本
文
書
の
解
読
と
翻
刻
は
、
「
三
業
惑
乱
」

f都駅

(
研
究
計
画
)

研
究
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
り
、
真
宗
教
学
史
・
教
団
史
・
教
育
史
・
思

想
史
の
研
究
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
分
野
の
視
点
か
ら
読
み
解
い
て
行
こ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
全
作
業
を
終
了
し
て
翻
刻
の
段
階
を
迎
え
る
ま

で
に
は
三

1
四
年
の
期
間
を
要
す
る
と
恩
わ
れ
る
が
、
取
り
あ
え
ず
初
年

度
は
、
四

1
五
冊
読
み
了
え
、
そ
の
う
ち
の
重
要
文
書
に
頭
注
・
補
註
を

付
し
て
、
『
仏
文
研
紀
要
』
誌
上
に
そ
の
成
果
を
報
告
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
。近
世
西
本
願
寺
三
大
法
論
の
う
ち
、
最
大
規
模
の
も
の
と
い
わ
れ
る

コ
ニ
業
惑
乱
」
に
関
す
る
基
本
史
料
で
あ
る
「
西
本
願
寺
宗
意
惑
乱
一
件
」

文
書
(
全
十
六
冊
)
を
三
年
間
三
期
に
分
け
て
読
み
解
く
予
定
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
第
一
期
(
二

O
O
九
年
度
)
で
、
ま
ず
五
冊
(
「
一
件
」
文
書
、

一
1
五
)
、
第
二
期
(
二

O
一
0
年
度
)
で
五
冊
(
「
一
件
」
文
書
、
六
-

十
)
、
第
三
期
(
二

O
一
一
年
度
)
で
残
り
六
冊
(
「
一
件
」
文
書
、
十
一

1
十
六
)
を
原
稿
化
す
る
。
そ
の
問
、
頭
注
・
補
注
を
作
成
し
、
か
つ
解

読
論
文
も
順
次
作
成
し
て
「
仏
文
研
紀
要
』
で
公
表
し
て
行
く
。
そ
し
て
、

二
O
二
一
年
度
中
に
、
龍
谷
大
学
善
本
叢
書
と
し
て
刊
行
す
る
予
定
で
あ

る。

-4ー

B

共
同
研
究

1
、
教
育
学
仏
教
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
ク
の
意
義
(
二
年
次
)

主
任
・
友
久
久
雄
研
究
員
一
一
名

(
研
究
の
目
的
)
仏
教
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
(
臨
床
心
理
学
)
は
、
人
の
悩
み
を
解
決
す

る
方
法
と
い
う
意
味
で
、
多
く
の
接
点
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
特

に
最
近
で
は
、
心
理
学
の
分
野
か
ら
仏
教
へ
の
関
心
が
強
ま
り
、
第
四
の

心
理
学
と
言
わ
れ
る
、
ト
ラ
ン
ス
・
パ
ー
ソ
ナ
ル
心
理
学
が
起
こ
る
に
つ

れ
、
東
洋
思
想
の
中
心
で
あ
る
仏
教
に
対
し
て
、
心
理
学
的
観
点
か
ら
の

考
察
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

ま
た
従
来
の
日
本
で
は
、
人
身
の
悩
み
に
つ
い
て
の
解
決
方
法
と
し
て
、

各
々
の
檀
家
寺
の
住
職
に
相
談
す
る
と
い
う
伝
統
が
あ
っ
た
。
し
か
し
近

年
、
社
会
が
近
代
化
さ
れ
、
そ
の
構
造
が
複
雑
に
な
る
に
従
い
、
人
身
の

悩
み
も
多
様
化
し
、
単
な
る
人
間
性
や
経
験
だ
け
で
は
対
応
し
き
れ
な
く

な
っ
て
き
た
。
こ
の
た
め
、
人
々
の
悩
み
に
対
応
す
る
に
は
、
一
定
の
知

畑、



(
研
究
計
画
)

刈物、‘

識
と
技
術
が
要
求
さ
れ
、
今
日
、
多
種
多
様
な
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
い
う

概
念
が
で
き
あ
が
り
発
展
し
た
。

一
方
、
寺
院
に
お
い
て
は
、
都
市
化
が
進
む
に
つ
れ
、
い
わ
ゆ
る
檀
家

離
れ
が
顕
著
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
近
年
、
お
寺
の
社
会

活
動
の
一
端
と
し
て
、
壇
信
徒
の
心
の
悩
み
の
相
談
に
対
応
す
る
方
法
と

し
て
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
仏
教
で
い
う
ス
ピ
リ
チ
ユ
ア
ル
な
課
題
を
、
心

理
学
的
観
点
か
ら
検
討
し
、
日
本
人
の
ス
ピ
リ
チ
ユ
ア
ル
性
を
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
、
宗
教
的
な
悩
み
と
心
理
的
な
悩
み
に
つ
い
て
比
較
検
討

す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
教
学
的
研
究
と
心
理
学
的
研
究
の
統
合
を
試
み

る
も
の
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
研
究
代
表
者
を
中
心
と
し
て
、
各
自
の
研
究
テ
l
マ
に

従
っ
て
、
定
期
的
に
研
究
会
を
聞
き
、
研
究
成
果
を
発
表
す
る
と
と
も
に
、

同
じ
研
究
テ
l
マ
を
持
つ
人
々
と
の
交
流
会
(
研
修
会
)
を
聞
く
。

〈
初
年
度
〉

仏
教
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
教
学
的
・
心
理
学
的
研
究

浄
土
三
部
経
・
七
祖
聖
経
・
教
行
信
証
・
そ
の
他
の
海
土
真
宗
聖
典

(
和
讃
・
歎
異
抄
・
御
文
書
等
)
に
お
け
る
教
学
的
内
容
と
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
理
念
の
比
較
検
討
を
行
っ
た
。
ま
た
、
二

O
O
八
年
度
仏
教
文
化
研

究
所
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
採
用
審
査
結
果
に
つ
い
て
、
採
用
内
定
と
と
も

に
「
仏
教
の
範
囲
が
真
宗
学
に
限
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
を
受
け
る
。

も
っ
と
広
い
仏
教
的
視
点
か
ら
の
研
究
が
必
要
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
の

コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
李
光
溶
氏
に
も
研
究
員
と
し
て
参
加
を

依
頼
し
、
広
い
視
野
か
ら
の
研
究
活
動
を
進
め
て
い
っ
た

〈
本
年
度
〉

仏
教
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
実
践
的
統
合
の
試
み
の
研
究

初
年
度
の
研
究
活
動
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
本
年
度
は

ω
理
論
を
主
と
し
て
研
究
す
る
グ
ル
ー
プ

∞
実
践
を
主
と
し
て
研
究
す
る
グ
ル
ー
プ

に
分
け
、
こ
れ
ら
の
理
論
と
実
践
の
統
合
、
具
体
的
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
実
践
の
パ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
に
な
っ
て
い
る
理
論
や
教
学
を
明
か
に

す
る
。

尚
、
そ
の
た
め
具
体
的
に
活
動
し
て
い
る
寺
院
に
対
し
て
は
、
直
接

面
接
法
や
郵
送
法
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
本
研
究
結
果

に
対
す
る
整
合
性
を
検
証
す
る
と
と
も
に
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
。

削
日
本
宗
教
学
会
に
成
果
を
発
表
す
る
と
と
も
に
、
仏
教
文
化
研
究
叢

書
と
し
て
刊
行
す
る
。

2
、
仏
教
学
仏
教
と
医
療
(
二
年
次
)

主
任
・
長
谷
川
岳
史
研
究
員
五
名

(
研
究
の
目
的
)
本
研
究
は
、
イ
ン
ド
・
中
国
・
日
本
に
お
い
て
仏
教
が
様
々
な
階
層
に

支
持
さ
れ
た
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
「
僧
侶
が
有
し
て
い
た
医
学
」
と

「
僧
侶
の
医
療
行
為
」
を
重
点
的
に
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

古
来
よ
り
仏
教
と
医
療
の
結
び
つ
き
は
深
く
、
イ
ン
ド
で
は
教
義
研
鍍

の
補
助
学
と
し
て
規
定
さ
れ
た
五
つ
の
学
術
(
五
明
)
の
一
つ
に
「
医
方

明

(
n
E
E
Z
V〈
E
E
)
」
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
仏
典
の
中
に
も
「
増
一

何
合
経
』
や
『
金
光
明
経
』
「
除
病
口
問
」
な
ど
の
三
大
息
・
三
良
薬
説
、

「
法
華
経
』
の
良
医
喰
、
『
根
本
説
一
切
有
部
昆
奈
耶
』
「
薬
事
」
の
記
述

な
ど
、
教
説
の
比
喰
と
し
て
説
か
れ
る
医
術
の
他
に
も
、
当
時
、
施
さ
れ

て
い
た
医
術
の
様
子
や
実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
た
薬
、
主
要
な
病
名
な
ど

が
具
体
的
に
書
か
れ
て
い
る
も
の
も
多
く
、
僧
侶
が
実
際
に
医
学
を
学
ぴ
、

そ
れ
を
実
践
し
て
い
た
こ
と
が
予
測
で
き
る
。
中
国
に
お
い
て
も
『
階
書
』

経
籍
志
に
収
録
さ
れ
る
「
竜
樹
菩
薩
薬
方
」
「
婆
羅
門
諸
仙
薬
方
」
や
、

先
述
の
三
大
患
を
収
録
す
る
唐
代
の
医
書
『
千
金
方
』
(
本
学
「
写
字
台

文
庫
」
に
存
)
の
よ
う
に
、
イ
ン
ド
か
ら
仏
教
と
と
も
に
伝
わ
っ
た
医
学

情
報
が
中
国
で
定
着
し
て
お
り
、
さ
ら
に
唐
代
に
は
僧
侶
が
関
わ
っ
た
悲

田
養
病
坊
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
、
奈
良
か
ら
平
安
時
代
に
寺

院
に
救
療
施
設
が
設
置
さ
れ
、
僧
侶
で
あ
り
医
者
で
も
あ
る
僧
医
、
ま
た

そ
れ
に
準
ず
る
看
病
僧
の
存
在
が
確
認
で
き
、
鎌
倉
時
代
に
は
、
叡
尊
や

忍
性
と
も
関
係
が
宇
¥
中
世
最
大
の
医
学
書
『
頓
医
抄
』
と
『
万
安
方
』

(
本
学
「
写
字
台
文
庫
」
に
存
、
内
容
は
『
頓
医
抄
』
か
も
し
れ
な
い
)

を
著
し
た
僧
医
浄
観
房
性
会
(
梶
原
性
全
)
が
い
る
。

本
研
究
で
は
、
上
記
の
よ
う
に
数
多
く
存
在
す
る
仏
教
と
医
学
・
医
療

の
関
係
に
触
れ
た
文
献
を
調
査
し
、
イ
ン
ド
・
中
国
・
日
本
に
お
い
て
、

僧
侶
が
保
持
し
て
い
た
医
学
情
報
の
質
や
医
療
行
為
の
具
体
的
な
内
容
、

戸
同

u



ま
た
は
そ
の
社
会
的
影
響
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

〈二

O
O
八
年
度
〉

イ
ン
ド
・
中
国
・
日
本
に
お
け
る
仏
教
と
医
学
・
医
療
の
関
係
に
触
れ

た
文
献
を
調
査
。
具
体
的
な
用
例
の
抽
出
。
研
究
談
話
会
(
一
二
月
)
の

開
催
。
〈二

O
O九
年
度
〉

前
年
度
に
抽
出
し
た
具
体
的
な
用
例
の
中
か
ら
特
筆
す
べ
き
も
の
を
重

点
的
に
検
討
。
研
究
談
話
会
の
開
催
。
二
年
間
の
成
果
を
論
文
発
表
。
叢

害
発
刊
の
準
備
。

3
、
哲
学
〈
仏
教
V

思
想
の
対
話
的
研
究
ー
そ
の
座
穆
軸
を
求
め
て
|
(
一
年
次
)

主
任
・
高
国
信
良
研
究
員
三
名

(
研
究
の
目
的
)
本
研
究
の
主
た
る
目
的
は
、
現
代
の
宗
教
多
元
状
況
に
お
い
て
全
て
の

宗
教
が
関
わ
れ
て
い
る
根
源
的
な
課
題
、
す
な
わ
ち
如
何
に
し
て
自
己
の

信
ず
る
宗
教
の
真
理
性
を
弁
証
す
る
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
仏
教

思
想
の
立
場
か
ら
研
究
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
研
究
は
、

こ
れ
ま
で
キ
リ
ス
ト
教
神
学
者
や
宗
教
哲
学
者
を
中
心
に
な
さ
れ
、
議
論

が
深
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
仏
教
に
関
わ
る
研
究
者

は
、
と
も
す
れ
ば
仏
教
が
い
わ
ゆ
る
一
神
教
と
呼
ば
れ
る
救
済
の
宗
教
と

は
本
質
的
に
異
な
る
こ
と
を
理
由
に
し
て
、
他
の
諸
宗
教
と
の
対
話
的
研

究
を
通
じ
て
創
造
的
に
自
己
の
真
理
性
を
主
張
す
る
こ
と
に
未
だ
消
極
的

で
あ
る
。
確
か
に
、
仏
教
思
想
の
歴
史
的
展
開
は
釈
噂
の
体
得
し
た
真
理

の
哲
学
的
な
転
釈
の
歴
史
に
他
な
ら
ず
、
そ
の
意
味
で
仏
教
は
元
来
、
多

元
的
な
性
格
を
持
っ
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
好
む

と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
急
速
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
減
少
が
進
み
、

多
文
化
・
多
宗
教
と
の
出
会
い
が
、
時
に
は
紛
争
や
戦
争
を
引
き
起
こ
す

状
況
も
現
れ
る
な
か
で
、
単
に
自
己
の
宗
教
思
想
の
特
殊
性
を
主
張
す
る

こ
と
に
だ
け
沈
潜
し
、
た
だ
ひ
た
す
ら
保
守
的
な
態
度
を
と
る
と
い
う
姿

勢
は
学
問
的
に
は
決
し
て
十
分
な
も
の
と
は
い
え
な
い
と
考
え
る
。

そ
こ
で
、
私
た
ち
の
二
年
間
の
共
同
研
究
で
は
、
仏
教
(
大
乗
仏
教
・

浄
土
仏
教
)
の
立
場
か
ら
、
「
仏
教
〈
外
〉
の
諸
宗
教
と
の
対
話
」
と

「
仏
教
〈
内
〉
の
諸
教
派
と
の
対
話
」
と
い
、
つ
二
つ
の
対
話
的
研
究
を
通

し
て
、
ま
ず
は
宗
教
対
話
に
関
す
る
研
究
に
新
し
い
可
能
性
を
見
出
す
た

(
研
究
計
画
)

F期、

め
の
座
標
軸
を
建
て
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
合
わ
せ

て
、
本
研
究
の
進
展
が
仏
教
の
長
い
歴
史
的
展
開
の
中
で
創
出
さ
れ
て
き

た
仏
教
観
(
仏
教
研
究
)
・
真
宗
観
(
真
宗
研
究
)
を
、
新
た
な
視
点
か

ら
吟
味
す
る
た
め
の
知
見
を
得
る
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を

述
べ
て
お
き
た
い
。

は
じ
め
に
、
各
研
究
員
が
研
究
に
関
わ
る
〈
宗
教
対
話
〉
を
め
ぐ
る
従

来
の
議
論
を
そ
れ
ぞ
れ
宗
教
哲
学
、
仏
教
学
、
真
宗
学
の
領
域
よ
り
整
理

し
て
、
議
論
を
共
有
す
る
場
と
方
法
論
を
明
確
に
す
る
。
そ
の
上
で
具
体

的
な
対
話
的
研
究
を
試
み
る
。
諸
宗
教
と
の
対
話
と
い
う
場
合
、
大
き
く

仏
教
〈
外
〉
の
諸
宗
教
と
仏
教
〈
内
〉
の
諸
教
派
と
の
対
話
が
考
え
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
・
キ
リ
ス
ト
教
・

イ
ス
ラ
l
ム
な
ど
や
、
日
本
の
天
理
教
や
神
道
な
ど
の
宗
教
研
究
者
と
の

研
究
交
流
を
行
う
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
仏
教
学
・
真
宗
学
・
宗
教
学
・

哲
学
・
史
学
な
ど
の
分
野
で
の
仏
教
(
各
宗
派
)
研
究
者
と
の
学
際
的
・

共
同
研
究
を
行
う
。
二
年
間
と
い
う
短
い
研
究
期
間
で
あ
る
た
め
、
数
多

く
あ
る
宗
教
の
肉
、
実
際
に
対
話
を
実
施
す
る
こ
と
の
で
き
る
数
は
限
ら

れ
る
が
、
少
な
く
と
も
か
か
る
課
題
を
め
ぐ
る
研
究
の
出
発
点
と
な
る
座

標
軸
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
、
そ
の
成
果
に
つ
い
て
は
研
究

期
間
終
了
の
後
、
『
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
に
発
表
す
る
予
定
で
あ
る
。

大
谷
文
書
の
比
較
研
究

-
旅
順
博
物
館
蔵
ト
ル
フ
ァ
ン
出
土
文
書
を
中
心
に
|
(
一
年
次
)

主
任
・
都
築
晶
子
研
究
員
九
名

(
研
究
の
目
的
)
本
研
究
の
目
的
は
、
大
谷
文
書
の
漢
詩
資
料
六
千
点
と
旅
順
博
物
館
蔵

ト
ル
フ
ァ
ン
出
土
文
書
の
漢
語
資
料
三
万
点
弱
を
中
心
に
比
較
検
討
し
、

両
者
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
大
谷
探
検
隊
将
来
ト
ル
フ
ァ
ン
出
土
文
書
は
、
す
で

に
戦
前
か
ら
圏
内
、
韓
国
、
中
国
の
各
地
に
流
出
し
た
。
近
年
、
旅
順
博

物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
大
谷
探
検
隊
将
来
の
ト
ル
フ
ァ
ン
出
土
文
書
の

整
理
が
進
み
、
本
学
所
蔵
の
大
谷
文
書
断
片
と
綴
合
す
る
も
の
、
あ
る
い

は
内
容
が
関
連
す
る
も
の
な
ど
、
大
谷
文
書
と
密
接
不
可
分
な
文
書
断
片

が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
た
め
、
大

谷
文
書
と
旅
順
博
物
館
蔵
ト
ル
フ
ァ
ン
出
土
文
書
と
の
厳
密
か
つ
全
体
的

(
研
究
計
画
)

-6-

4
、
東
洋
史
学

F禰務、



(
研
究
計
画
)

な
比
較
研
究
が
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
本
研
究
で
は
、
ひ
と
ま
ず
、

以
下
の
点
を
明
ら
か
に
し
て
、
基
礎
的
な
整
理
を
進
め
て
い
き
た
い
。

ω
綴
合
す
る
文
書
の
確
認

ω
関
連
す
る
文
書
に
つ
い
て
の
整
理

た
と
え
ば
、
官
公
庁
文
書
で
あ
れ
ば
、
一
連
の
も
の
と
し
て
作
成
さ

れ
た
可
能
性
の
あ
る
文
書
の
確
認
な
ど
。

ω
副
葬
品
の
復
元
作
業

も
と
も
と
大
谷
文
書
は
、
墓
の
副
葬
品
の
作
成
に
利
用
さ
れ
た
反
故

紙
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
大
谷
文
書
断
片
か
ら
墓
の
守
護
神
「
背
穣
」

を
復
元
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
他
に
も
明
ら
か
に
副
葬
品
の
一
部
と
み

ら
れ
る
文
書
断
片
が
あ
り
、
旅
順
博
物
館
蔵
ト
ル
フ
ァ
ン
文
書
と
の
照

合
に
よ
っ
て
「
も
の
」
と
し
て
の
大
谷
文
書
の
研
究
も
大
幅
に
展
開
す

る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

〈二

O
O九
年
度
〉

1

仏
典
に
つ
い
て
は
、
二
万
六
千
点
の
断
片
を
整
理
し
た
旅
順
博
物

館
・
龍
谷
大
学
共
編
「
旅
順
博
物
館
蔵
ト
ル
フ
ァ
ン
出
土
漢
文
仏
典
断

片
選
影
』
(
法
蔵
館
、
二

O
O
六
年
)
な
ど
に
よ
り
、
大
谷
文
書
の
仏

典
写
本
断
片
と
比
較
照
合
し
、
綴
合
す
る
も
の
、
同
じ
仏
典
の
別
の
写

本
な
ど
に
つ
い
て
、
整
理
し
て
い
く
。

2
.

官
公
庁
文
書
、
お
よ
び
そ
の
他
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
郭
窟
純
・
王

振
芥
『
旅
順
博
物
館
蔵
西
域
文
書
研
究
』
(
万
巻
出
版
公
司
、
二

O
O

七
年
)
な
ど
に
よ
り
、
比
較
照
合
を
進
め
る
。

3
.
い
ず
れ
も
、
旅
順
博
物
館
蔵
ト
ル
フ
ァ
ン
出
土
文
書
の
調
査
の
主
要

メ
ン
バ
ー
で
も
あ
っ
た
仏
教
文
化
研
究
所
・
西
域
研
究
会
の
協
力
を
得

て
、
作
業
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

4
.
大
谷
探
検
隊
将
来
ト
ル
フ
ァ
ン
文
書
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
機
関
に
つ

い
て
、
京
都
周
辺
の
調
査
を
進
め
る
。

〈二

O
一
0
年
度
〉

1
.

前
年
度
の
比
較
研
究
を
継
続
す
る
。

2
・
大
谷
探
検
隊
将
来
ト
ル
フ
ァ
ン
文
書
所
蔵
機
関
の
調
査
(
関
東
方
面
)
0

3
.
大
谷
文
書
漢
語
資
料
と
旅
順
博
物
館
蔵
ト
ル
フ
ァ
ン
出
土
文
書
漢
語

資
料
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
二
疋
の
結
論
に
到
達
す
る
。

川勝1

C

常
設
研
究

1
、
仏
教
史
学
日
本
仏
教
史
に
お
け
る
神
仏
習
合
の
研
究
(
二
年
次
)

主

任

・

赤

松

徹

真

研

究

員

二

名

(
研
究
の
目
的
)
初
年
度
は
、
日
本
仏
教
史
に
お
け
る
神
仏
習
合
に
関
わ
る
各
時
代
ご
と

の
研
究
史
の
整
理
と
関
係
史
料
の
収
集
を
中
心
に
進
め
た
。

第
二
年
度
は
、
各
時
代
ご
と
の
神
仏
習
合
を
め
ぐ
る
国
家
・
朝
廷
・
地

域
と
仏
教
・
教
団
、
お
よ
び
図
像
・
造
形
分
野
の
関
係
史
料
の
収
集
及
び

史
料
整
理
、
分
析
・
検
討
に
引
き
続
き
取
り
組
む
こ
と
と
す
る
。

第
三
年
目
は
、
各
時
代
ご
と
の
神
仏
習
合
に
関
わ
る
歴
史
事
象
及
び
図

像
・
造
形
分
野
の
関
係
史
料
の
収
集
及
ぴ
史
料
整
理
、
分
析
・
検
討
と
と

も
に
、
研
究
成
果
の
ま
と
め
を
行
う
。

(
研
究
計
画
)
研
究
計
画
と
し
て
は
、
従
来
の
神
仏
習
合
に
関
わ
る
研
究
史
の
整
理
と

し
て
、
各
時
代
ご
と
の
神
仏
習
合
及
び
図
像
・
造
形
分
野
の
調
査
・
収

集
・
整
理
に
取
り
組
み
、
そ
れ
ら
の
分
析
・
検
討
を
行
い
、
各
時
代
の
担

当
者
の
研
究
進
展
を
共
有
す
る
。

研
究
方
法
と
し
て
は
、
関
係
史
料
の
調
査
・
収
集
・
整
理
に
取
り
組
み
、

そ
の
史
料
の
読
み
解
き
方
法
に
つ
い
て
は
、
仏
教
の
宗
教
的
立
場
を
方
法

と
し
て
、
考
察
し
て
い
く
も
の
と
す
る
。

初
年
度
は
、
各
時
代
ご
と
の
関
係
史
料
の
調
査
・
収
集
・
整
理
を
行
う
。

第
二
年
度
は
、
引
き
続
き
各
時
代
ご
と
の
関
係
史
料
の
調
査
・
収
集
・

整
理
を
行
う
と
と
も
に
、
外
部
講
師
を
迎
え
て
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
企

画
す
る
。

第
三
年
度
は
、
関
係
史
料
の
整
理
・
分
析
・
検
討
を
通
し
て
、
研
究
成

果
を
と
り
ま
と
め
て
、
報
告
を
重
ね
て
、
論
集
な
ど
の
刊
行
を
行
う
。
ま

た
、
外
部
講
師
を
招
き
、
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画
す
る
。

2
、
真
宗
学
現
代
社
会
と
浄
土
真
宗
二
年
次
)

主

任

・

林

智

康

研

究

員

二

二

名

(
研
究
の
目
的
)
混
迷
す
る
現
代
社
会
に
お
い
て
、
浄
土
真
宗
の
教
え
は
ど
の
よ
う
に
対

応
で
き
る
の
か
、
ま
た
、
苦
悩
す
る
現
代
の
人
身
を
真
宗
の
教
学
者
は
、

い
か
に
教
え
導
く
こ
と
が
出
来
る
の
か
。
浄
土
真
宗
の
教
え
の
伝
統
を
踏

ま
え
て
、
現
代
社
会
の
諸
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
各
専
門
の
領
域

の
分
野
か
ら
の
研
究
を
進
め
、
現
代
教
学
の
樹
立
を
試
み
た
い
。
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(
研
究
計
画
)

現
代
社
会
の
諸
問
題
と
し
て
具
体
的
に
は
、
生
命
・
環
境
・
人
権
・
家

族
・
倫
理
・
科
学
・
平
和
・
諸
宗
教
等
、
様
身
な
内
容
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
諸
問
題
は
、
現
代
社
会
を
生
き
る
人
間
に
と
っ
て
、
直
接
・
間

接
と
も
に
深
く
関
わ
っ
て
お
り
、
避
け
て
通
れ
な
い
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
各
研
究
員
の
専
門
分
野
か
ら
問
題
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
、

研
究
を
進
め
て
い
く
。

ま
た
、
平
成
一
一
一
年
度
四
月
に
、
大
学
院
に
お
い
て
従
来
の
文
学
研
究

科
真
宗
学
専
攻
に
加
え
て
、
実
践
真
宗
一
学
研
究
科
実
践
真
宗
学
専
攻
が
開

設
さ
れ
る
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
真
宗
学
科
に
所
属
す
る
専
任
教
員
・
特
任

教
員
と
、
実
践
真
宗
学
研
究
科
に
所
属
す
る
教
員
が
、
直
接
的
あ
る
い
は

間
接
的
に
連
携
し
、
相
互
に
協
力
し
て
、
研
究
の
成
果
を
教
育
に
還
元
す

べ
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
遂
行
し
た
い
。

研
究
員
の
専
門
分
野
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
研
究
員
が
、
そ
れ
ぞ

れ
関
心
の
あ
る
問
題
を
中
心
に
研
究
テ

1
マ
を
決
め
、
研
究
会
を
定
期
的

に
開
催
す
る
こ
と
で
、
相
互
に
研
究
内
容
を
深
め
て
い
く
。

・
浄
土
教
理
史
一
大
田
利
生
・
川
添
泰
信
・
殿
内
恒
・
井
上
善
幸
・
高
田

文
英

・
真
宗
教
義
学
一
内
藤
知
康
・
那
須
英
勝
・
杉
岡
孝
紀
・
武
田
晋
・
玉
木

輿
慈

・
真
宗
教
学
史
一
林
智
康
・
龍
渓
章
雄
・
原
田
哲
了

.
真
宗
伝
道
学
一
深
川
宣
暢
・
デ
ニ
ス
ヒ
ロ
タ
・
嵩
満
也
・
鍋
島
直
樹
・

藤
能
成
・
清
岡
隆
文
・
田
畑
正
久
・
吾
勝
常
行
・
葛
野

洋
明

初
年
度
(
二

O
O九
年
度
)
は
、
基
礎
的
研
究
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の

研
究
成
果
・
資
料
を
網
羅
的
に
収
集
し
、
先
行
研
究
を
批
判
的
に
考
察
す

る
。
具
体
的
に
は
、
研
究
員
個
々
の
専
門
領
域
(
時
代
・
分
野
)
に
お
け

る
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
今
後
の
課
題
を
明
確
に
す
る
。

次
年
度
合
一

O
一
0
年
度
)
は
、
引
き
続
き
研
究
成
果
・
資
料
の
収
集

を
継
続
し
つ
つ
、
前
年
度
ま
で
の
成
果
を
基
礎
と
し
て
、
過
年
度
ま
で
の

真
宗
学
科
常
設
研
究
「
真
宗
伝
道
学
の
研
究
」
「
教
理
史
に
お
け
る
実
践

学
の
研
究
」
「
浄
土
教
に
お
け
る
救
済
思
想
の
展
開
」
の
成
果
を
援
用
し
、

各
部
門
の
研
究
グ
ル
ー
プ
に
於
い
て
発
表
を
お
こ
な
う
こ
と
を
通
し
て
、

F凧

研
究
員
相
互
が
問
題
意
識
を
共
有
し
、
現
代
社
会
の
か
か
え
る
諸
問
題
を

包
み
な
が
ら
、
浄
土
教
に
お
け
る
救
済
思
想
の
意
義
を
研
究
す
る
。

最
終
年
度
(
二

O
一
一
年
度
)
に
は
、
前
年
度
ま
で
の
成
果
を
元
に
、

研
究
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
領
域
・
分
野
に
お
け
る
研
究
論
文
を
執
筆
す

る。

3
、
仏
教
学
唯
識
思
想
の
研
究
(
一
年
次
)

主

任

・

芳

村

博

実

研

究

員

二

三

名

(
研
究
の
目
的
)
唯
識
思
想
は
、
中
観
思
想
と
並
ん
で
イ
ン
ド
大
乗
仏
教
の
根
幹
を
成
す

思
想
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
官
民
諦
や
玄
突
に
よ
っ
て
中
国
の
地
に
紹
介
さ
れ
、

玄
焚
の
弟
子
窺
基
に
よ
っ
て
法
相
宗
と
し
て
確
立
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
道

昭
ら
の
入
唐
僧
に
よ
っ
て
日
本
に
伝
え
ら
れ
、
南
都
六
宗
の
一
つ
と
し
て

法
相
唯
識
の
思
想
は
興
福
寺
を
中
心
に
隆
盛
を
極
め
た
。

本
研
究
の
最
終
的
な
目
的
は
、
イ
ン
ド
に
発
し
、
中
国
を
経
て
、
日
本

に
伝
わ
っ
た
唯
識
思
想
を
歴
史
的
・
総
合
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ

る
が
、
コ
一
年
間
の
到
達
目
標
と
し
て
は
、
「
従
来
の
研
究
経
過
・
成
果
又

は
準
備
状
況
」
の
項
で
述
べ
る
よ
う
に
、
既
に
進
行
中
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
あ
る
「
大
乗
荘
厳
経
論
』
の
文
献
学
的
研
究
に
よ
っ
て
イ
ン
ド
に
お
け

る
初
期
唯
識
思
想
の
本
質
を
明
ら
か
に
す
る
。
中
期
お
よ
び
後
期
の
イ
ン

ド
唯
識
思
想
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
者
が
独
自
の
研
究
を

進
め
て
行
く
。
中
国
唯
識
思
想
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
一
一
年
度
の
サ
パ
テ

イ
カ
ル
を
終
え
た
後
、
長
谷
川
岳
史
氏
が
参
加
さ
れ
る
の
を
期
待
し
て
い

る
。
日
本
唯
識
思
想
に
つ
い
て
は
、
楠
淳
設
氏
が
現
在
進
行
中
の
研
究
を

続
行
し
て
行
く
。

三
年
後
の
具
体
的
な
成
果
と
し
て
は
、
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
の
第
一
章

の
翻
訳
研
究
(
ご

O
O
八
年
度
に
出
版
)
、
第
九
章
の
翻
訳
研
究
(
二

O

O
八
年
度
末
に
科
学
研
究
費
の
研
究
成
果
と
し
て
公
表
予
定
)
に
続
き
、

目
下
進
行
中
の
第
一
七
章
ほ
か
重
要
章
の
翻
訳
研
究
を
完
成
し
、
公
表
す

る
。
さ
れ
に
『
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
に
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
参
加
者
の

学
術
論
文
を
寄
稿
す
る
。

『
大
乗
荘
厳
経
論
』
の
翻
訳
研
究
は
、
現
在
既
に
学
期
中
の
毎
週
木
曜

日
夕
方
三
時
間
程
度
大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
行
っ
て
い
る
。
参
加
メ

ン
バ
ー
は
、
研
究
組
織
を
構
成
す
る
芳
村
博
実
、
桂
紹
隆
、
若
原
雄
昭
、

。。

(
研
究
計
画
)
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能
仁
正
顕
の
ほ
か
に
、
荒
牧
典
俊
教
授
(
京
都
大
学
・
大
谷
大
学
を
経
て
、

現
在
光
華
女
子
大
学
)
、
早
島
理
教
授
(
滋
賀
医
科
大
学
て
さ
ら
に
、
本

学
の
非
常
勤
講
師
で
あ
る
内
藤
昭
文
、
乗
山
悟
、
那
須
良
彦
、
元
非
常
勤

講
師
で
あ
る
藤
田
祥
道
の
諸
氏
が
常
時
参
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
毛
利
俊

英
(
筑
紫
女
学
園
大
学
非
常
勤
講
師
)
、
岩
本
明
美
(
関
西
大
学
非
常
勤

講
師
)
、
加
納
和
雄
(
高
野
山
大
学
専
任
助
手
兼
助
教
)
、
五
島
清
隆
(
仏

教
大
学
・
同
志
社
大
学
非
常
勤
講
師
)
神
子
上
恵
生
(
能
谷
大
学
名
誉
教

授
)
、
那
須
円
照
(
龍
谷
大
学
文
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
)
が
随
時
参

加
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
氏
を
研
究
協
力
者
と
し
て
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
参
加
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
あ
る
。

通
常
、
故
長
尾
雅
人
先
生
が
残
さ
れ
た
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
の
研
究
ノ

ー
ト
(
最
初
の
二
部
が
既
に
刊
行
済
み
)
を
出
発
点
と
し
て
、
荒
牧
先
生

が
独
自
の
翻
訳
を
提
案
さ
れ
る
の
を
受
け
て
、
全
参
加
者
が
そ
れ
ら
を
検

討
し
て
毎
回
最
も
適
切
と
思
わ
れ
る
本
文
と
翻
訳
を
作
成
す
る
と
い
う
手

続
を
取
っ
て
い
る
。
写
本
と
の
照
合
は
、
主
と
し
て
若
原
と
藤
田
が
随
時

行
っ
て
い
る
。
目
下
進
行
中
の
一
七
章
を
平
成
一
一
一
年
度
の
早
期
に
終
え

て
、
残
り
の
期
間
で
他
の
重
要
な
章
の
翻
訳
研
究
を
行
っ
て
い
く
。

芳
村
博
実
、
桂
紹
隆
、
楠
淳
楚
は
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
ン
ド
中
期
唯
識
思
想
、

イ
ン
ド
後
期
唯
識
思
想
、
日
本
唯
識
思
想
の
研
究
を
独
自
に
続
行
す
る
。

以
上
の
研
究
の
成
果
は
、
『
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
『
仏
教
学
研
究
』

『
龍
谷
論
集
』
あ
る
い
は
各
種
学
会
誌
に
各
自
が
発
表
し
て
行
く
。

芳
村
博
実
は
、
研
究
代
表
者
と
し
て
常
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
の
進
捗

状
況
を
点
検
し
、
年
に
数
度
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
成
果
を
公
開
す
る
談
話
会

を
開
催
す
る
。

D

特
別
指
定
研
究

1
、
大
谷
採
検
隊
将
来
資
料
の
総
合
的
研
究

主

任

・

入

浮

崇

研

究

員

五

四

名

(
研
究
の
目
的
)
本
研
究
は
大
谷
探
検
隊
が
中
央
ア
ジ
ア
で
収
集
し
た
資
料
(
以
下
、
大

谷
資
料
)
の
全
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
探
検
隊
が
収

集
し
た
資
料
は
文
字
資
料
と
美
術
考
古
資
料
に
大
別
で
き
、
本
研
究
は
現

在
主
に
文
字
資
料
に
主
眼
を
お
い
て
い
る
。
敦
埠
の
石
室
か
ら
発
見
さ
れ

(
研
究
計
画
)

た
「
敦
短
資
料
」
、
及
び
ト
ル
フ
ァ
ン
・
ク
チ
ャ
と
い
っ
た
タ
ク
ラ
マ
カ

ン
沙
漠
周
辺
の
オ
ア
シ
ス
都
市
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
「
東
ト
ル
キ
ス
タ

ン
出
土
資
料
」
が
主
た
る
研
究
対
象
で
あ
る
。
文
字
・
言
語
・
内
容
は
多

岐
に
わ
た
り
、
断
片
で
あ
る
た
め
に
解
読
・
同
定
作
業
は
か
な
り
の
人

員
・
時
間
を
要
す
る
。

龍
谷
大
学
所
蔵
の
大
谷
資
料
に
つ
い
て
は
研
究
が
か
な
り
蓄
積
さ
れ
て

き
た
。
当
面
の
目
的
は
従
来
の
人
文
学
的
手
法
に
加
え
て
、
科
学
分
析
調

査
を
行
な
い
、
資
料
保
存
の
た
め
に
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化
す
る
作
業
を
行

な
う
こ
と
で
あ
る
。
大
谷
資
料
は
現
在
、
日
本
・
中
国
・
韓
国
に
分
散
さ

れ
て
お
り
、
研
究
困
難
な
状
況
が
長
ら
く
続
い
て
い
た
が
、
大
谷
探
検
隊

及
び
西
域
に
関
心
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
各
研
究
機
関
の
門
戸
が
徐
#
に
関

か
れ
て
き
た
。
中
国
旅
順
博
物
館
所
蔵
の
大
谷
資
料
に
つ
い
て
は
、
二

O

O
二
年
よ
り
旅
順
博
物
館
と
の
共
同
研
究
が
開
始
さ
れ
、
二
六
、

0
0
0

点
に
も
及
ぶ
漢
文
仏
典
断
片
の
同
定
作
業
が
日
中
双
方
で
遂
行
さ
れ
た
。

さ
ら
に
二

O
O
八
年
度
よ
り
同
館
所
蔵
の
非
漢
字
資
料
(
プ
ラ
l
フ
ミ

l

文
字
、
ウ
イ
グ
ル
、
ソ
グ
ド
な
ど
)
を
対
象
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立

ち
あ
げ
ら
れ
た
。
今
後
も
研
究
の
深
化
を
計
り
な
が
ら
、
当
該
資
料
と
姉

妹
関
係
に
あ
る
ド
イ
ツ
所
蔵
の
漢
文
・
非
漢
文
資
料
も
継
続
し
て
探
査
し

て
い
く
。
さ
ら
に
は
中
国
国
家
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
敦
埠
出
土
の

大
谷
資
料
も
調
査
対
象
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

西
域
は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
名
称
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
従
来
イ
ン
ド

と
中
国
の
通
路
と
し
て
の
価
値
を
付
さ
れ
て
き
た
が
、
本
研
究
の
進
展
に

よ
り
西
域
に
は
独
自
の
仏
教
文
化
が
存
在
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
つ

つ
あ
る
。
文
字
資
料
に
加
え
て
、
今
後
は
旅
順
博
物
館
・
韓
国
国
立
中
央

博
物
館
・
東
京
国
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
美
術
考
古
資
料
に
も
目

を
向
け
、
最
終
的
に
は
大
谷
資
料
を
全
点
カ
タ
ロ
グ
化
し
、
デ
ジ
タ
ル
入

力
し
て
世
界
に
向
け
て
発
信
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

1
.
大
谷
探
検
隊
将
来
文
字
資
料
の
調
査
研
究
(
代
表
一
一
一
一
谷
真
澄
)

現
在
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
「
敦
燈
写
本
」
「
ト
ル
フ
ァ
ン
写
本
」

の
研
究
を
主
に
な
す
。
本
年
度
は
旅
順
博
物
館
所
蔵
の
非
漢
字
資
料
の

調
査
研
究
に
焦
点
を
あ
て
る
。
そ
し
て
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
開
設
に
向
け
て
、

文
学
資
料
の
展
示
手
法
を
考
案
す
る
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2
.
大
谷
探
検
隊
隊
員
の
調
査
研
究
(
代
表
一
市
川
良
文
)

大
谷
光
瑞
を
は
じ
め
と
す
る
大
谷
探
検
隊
の
隊
員
の
研
究
を
主
に
な

す。
本
年
度
は
探
検
以
後
の
光
瑞
の
足
跡
に
焦
点
を
あ
て
る
。
特
に
、
ト

ル
コ
で
の
光
瑞
の
歩
み
を
客
員
研
究
員
の
エ
ル
ダ
ル
氏
を
中
心
に
し
て

追
跡
し
て
い
く
。

3
・
西
域
仏
教
美
術
の
調
査
研
究
(
代
表
一
宮
治
昭
)

大
谷
探
検
隊
将
来
の
美
術
資
料
の
研
究
を
主
に
な
す
。

本
年
度
は
当
該
分
野
の
先
駆
者
で
あ
る
熊
谷
宣
夫
の
研
究
を
見
直
す

と
と
も
に
、
西
域
仏
教
美
術
の
基
盤
で
あ
る
ガ
ン
ダ
l
ラ
美
術
の
研
究

の
深
化
を
は
か
る
。

4
.
西
域
仏
教
遺
跡
の
調
査
研
究
(
代
表
一
入
津
崇
)

大
谷
探
検
隊
が
行
っ
た
遺
跡
の
再
調
査
と
近
年
確
認
さ
れ
た
遺
跡
の

調
査
を
主
に
な
す
。

本
年
度
は
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
仏
教
西
漸
の
調
査
研
究
と
、
大
谷

探
検
隊
以
降
の
遺
跡
調
査
の
成
果
を
ふ
ま
え
新
た
な
遺
跡
調
査
の
準
備

体
制
を
整
え
る

2
、
大
正
新
倫
大
蔵
経
の
増
補
・
改
訂
に
関
す
る
研
究

主
任
・
浅
田
正
博
研
究
員
五
名

(
研
究
の
目
的
)
本
研
究
会
は
仏
教
系
六
大
学
と
提
携
し
て
、
大
正
新
情
大
蔵
経
の
増

補
・
改
訂
を
目
的
と
し
て
い
た
。
し
か
し
各
大
学
の
事
情
が
時
代
と
共
に

変
わ
っ
て
き
た
関
係
上
、
共
同
し
て
一
つ
の
目
的
を
完
遂
す
る
と
い
う
提

携
を
維
持
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
六
大
学
の
合
同
研
究

は
中
止
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
が
、
各
大
学
内
に
於
い
て
大
正
新
情
大

蔵
経
の
増
補
・
改
訂
を
目
的
と
し
て
の
個
別
研
究
は
継
続
し
、
そ
の
成
果

を
い
つ
か
は
持
ち
寄
る
事
を
申
し
合
わ
せ
て
一
応
解
消
し
た
。

そ
こ
で
、
龍
大
で
は
、
大
正
新
情
大
蔵
経
に
未
収
録
の
貴
重
書
籍
や
江

戸
時
代
に
著
さ
れ
て
各
宗
教
義
の
研
鍛
に
有
用
な
注
釈
書
類
な
ど
を
翻
刻

発
刊
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
ま
ず
繭
大
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る

仏
教
関
係
の
図
書
の
再
整
理
を
目
指
し
た
。
折
り
し
も
図
書
館
内
部
で
も

貴
重
の
整
理
が
進
め
ら
れ
、
特
に
仏
教
系
図
書
の
順
が
廻
っ
て
き
た
の
で
、

こ
れ
と
合
流
す
る
形
で
進
め
て
き
た
が
、
数
年
で
成
果
が
出
る
よ
う
な
仕

事
で
は
な
い
。

と
こ
ろ
が
一
昨
年
来
、
仏
文
研
の
研
究
方
針
が
大
き
く
変
え
ら
れ
、
と

に
か
く
毎
年
何
ら
か
の
成
果
を
出
す
よ
う
に
求
め
ら
れ
た
の
で
、
急
逮
、

方
向
転
換
し
、
大
正
大
蔵
経
を
利
用
し
た
研
究
テ
l
マ
を
設
け
て
、
成
果

を
早
急
に
出
せ
る
よ
う
な
方
向
を
模
索
し
た
。

そ
こ
で
出
て
き
た
の
が
「
戒
律
辞
典
」
の
編
纂
で
あ
る
。

二
O
年
余
り
前
に
、
本
学
の
教
授
で
あ
っ
た
土
橋
秀
高
先
生
が
生
前
に

「
戒
律
辞
典
」
の
編
纂
を
模
索
さ
れ
、
一
人
で
項
目
を
集
め
、
執
筆
に
取

り
か
か
ら
れ
た
原
稿
が
残
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
完
成
原
稿
で
は
な
い

が
、
そ
の
ご
苦
労
は
大
変
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
昔
の
事
で
あ

っ
た
の
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
も
な
く
、
大
正
大
蔵
経
の
出
典
を
求
め
る
こ

と
も
容
易
で
は
な
く
、
か
な
り
の
数
の
項
目
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、

そ
の
解
説
に
は
簡
略
な
も
の
が
多
い
。
そ
こ
で
、
こ
れ
を
す
べ
て
パ
ソ
コ

ン
に
取
り
入
れ
て
、
今
日
の
目
か
ら
再
度
、
執
筆
し
直
そ
、
つ
と
い
う
計
画

を
立
て
た
。

今
日
の
段
階
で
は
、
土
橋
先
生
の
原
稿
を
と
に
か
く
パ
ソ
コ
ン
に
全
て

打
ち
込
ん
だ
情
況
に
あ
る
。

今
後
は
、
こ
れ
を
項
目
別
に
分
別
し
、
各
専
門
の
先
生
に
依
頼
し
て
大

正
大
蔵
経
に
直
接
あ
た
っ
て
い
た
だ
い
て
、
内
容
を
再
吟
味
し
、
原
稿
を

書
き
換
え
て
い
た
だ
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
戒
律
研
究
の
専
門

で
あ
る
龍
口
先
生
に
見
て
い
た
だ
い
て
、
こ
れ
以
外
の
重
要
項
目
を
検
出

し
、
そ
れ
の
執
筆
も
依
頼
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
充

分
な
予
算
を
組
め
た
上
で
、
辞
典
完
成
ま
で
に
は
五
年
を
要
す
る
と
思
わ

れ
る
。

3
、
仏
教
経
典
の
翻
訳
と
研
究

主
任
・
デ
ニ
ス
ヒ
ロ
タ
研
究
員
三
九
名

(
研
究
の
目
的
)
当
会
の
目
的
は
、
国
際
的
視
野
に
立
っ
た
柏
市
土
真
宗
の
思
想
と
教
え
の
理

解
を
さ
ら
に
深
め
る
た
め
の
書
物
の
翻
訳
、
そ
し
て
出
版
を
奨
励
し
サ
ポ

ー
ト
す
る
も
の
と
す
る
。
そ
の
書
物
は
当
会
を
通
し
て
出
版
さ
れ
、
以
下

の
よ
う
な
も
の
を
含
む
。

・
主
要
な
仏
教
の
テ
キ
ス
ト
(
経
典
、
論
、
伝
統
的
な
注
釈
書
、
重
要
な

歴
史
の
書
物
)

(
研
究
計
画
)
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(
研
究
計
画
)

畑ぬ

-
浄
土
真
宗
の
思
想
と
教
え
に
お
け
る
現
代
の
派
生
的
文
学
(
学
問
的
・

大
衆
的
志
向
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
も
の
を
含
む
)

-
浄
土
真
宗
の
思
想
と
教
え
に
お
け
る
比
較
的
・
異
宗
教
問
的
表
現
方
法

〈
仏
典
翻
訳
研
究
会
の
活
動
〉

・
当
会
の
主
な
活
動
は
、
特
に
日
本
浄
土
教
の
伝
統
の
理
解
を
深
め
る
主

要
な
仏
教
テ
キ
ス
ト
の
翻
訳
の
準
備
と
再
考
で
あ
る
。

・
当
会
は
ま
た
、
当
会
の
基
本
目
標
を
推
進
す
る
翻
訳
出
版
物
、
及
び
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
副
次
的
研
究
の
出
版
準
備
を
奨
励
す
る
。

・
当
会
は
、
当
会
の
基
本
目
標
を
推
進
す
る
公
開
講
座
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
支
援
す
る
。
こ
う
し
た
講
演
等
は
、
研
究
論
文

と
し
て
出
版
さ
れ
、
当
会
を
通
し
て
当
会
の
出
版
物
と
し
て
書
籍
に
編

集
さ
れ
る
。

〈三

O
O九
年
か
ら
二

O
一
O
年
の
活
動
〉

こ
の
期
間
、
二
つ
の
諮
問
委
員
会
が
毎
週
定
例
会
議
に
て
研
究
員
に
よ

り
進
め
ら
れ
る
。
昨
年
度
よ
り
続
い
て
『
八
宗
綱
要
』
の
諮
問
が
続
け
ら

れ
、
加
え
て
『
観
経
疏
」
「
玄
義
分
」
の
諮
問
の
定
例
会
議
を
、
良
忠
等

の
日
本
で
の
古
く
か
ら
の
伝
統
的
注
釈
書
を
参
考
と
し
て
、
本
文
の
審
議

を
行
う
。

・
定
例
会
議
で
審
査
が
終
わ
っ
た
テ
キ
ス
ト
の
出
版
準
備
を
継
続
一
『
阿

弥
陀
経
』
『
無
量
寿
経
』
『
往
生
論
註
』

・
当
会
か
ら
の
講
演
の
出
版
結
果
と
と
も
に
あ
る
、
現
代
的
・
比
較
的
な

事
を
背
景
と
し
た
浄
土
真
宗
思
想
の
討
論
に
関
連
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
計
画

-
特
に
海
外
の
浄
土
真
宗
僧
侶
に
よ
る
一
般
大
衆
を
対
象
と
し
た
原
稿

が
、
ダ
ル
マ
ト

1
ク
(
法
話
)
シ
リ
ー
ズ
継
続
の
た
め
に
必
要
と
な
る
0

・
当
会
の
出
版
物
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
ア
ク
セ
ス
可
能
に
す
る
。

こ
れ
は
、
世
界
中
の
読
者
に
当
会
を
紹
介
す
る
こ
と
と
な
り
、
出
版
物

の
販
売
増
加
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。

-
海
外
の
浄
土
真
宗
寺
院
等
の
ブ
ッ
ク
ス
ト
ア
を
通
し
て
、
当
会
の
出
版

物
販
売
増
加
を
は
か
る
。

〈
研
究
計
画
〉

ω
「
阿
弥
陀
経
」
(
二
種
の
漢
訳
)
の
英
訳
一
鳩
摩
羅
什
訳
と
玄
突
訳
の

内英
訳
原
稿
を
諮
問
委
員
会
に
諮
り
、
審
議
結
果
を
反
映
し
た
原
稿
フ
ァ

イ
ル
も
作
成
済
み
で
あ
り
、
現
在
最
終
的
に

g
g
g位
。
ロ
等
の
精
査
と

作
成
。

ω
「
無
量
寿
経
』
の
英
訳
一
康
僧
鎧
訳
と
言
わ
れ
て
い
る
渓
訳
本
の
英

訳
原
稿
は
す
で
に
諮
問
委
員
会
に
か
け
ら
れ
討
議
済
み
。
現
在
、
担
当

者
よ
り
細
部
の
調
査
。
原
稿
作
成
・
英
訳
に
取
り
か
か
っ
て
い
る
。

同
『
往
生
論
註
』
の
英
訳
一
上
下
二
巻
の
英
訳
原
稿
は
既
に
諮
問
委
員

会
で
の
討
議
が
完
了
し
て
お
り
、
現
在
用
語
説
明
等
の
脚
注
作
成
に
取

り
か
か
っ
て
い
る
。

制
『
八
宗
綱
要
』
の
英
訳
一
二

O
O六
年
度
よ
り
本
格
的
に
開
始
さ
れ

た
企
画
で
あ
り
、
現
在
諮
問
委
員
会
で
審
議
中
で
あ
る
。
本
文
献
も
難

解
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
り
、
相
当
の
時
間
を
要
す
る
。

同
『
観
経
疏
』
「
玄
義
分
」
の
英
訳
一
三

O
O
六
年
度
よ
り
中
国
浄
土
研

究
会
を
立
ち
上
げ
、
大
学
院
生
を
中
心
に
英
訳
原
稿
作
成
の
研
究
を
進

め
て
お
り
、
二

O
O九
年
度
よ
り
諮
問
委
員
会
に
諮
り
始
め
る

同
・

U
F
R自
由
吋
色
宵

ω目
立
巾
凹
の
出
版
一
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
浄
土
真
宗

本
願
寺
派
の
海
外
関
教
区
で
永
年
に
わ
た
っ
て
関
教
に
従
事
し
て
い
た

関
教
使
諸
師
の
執
筆
に
よ
る
法
話
集
で
あ
る
。
そ
の
出
版
は
各
方
面
か

ら
待
望
さ
れ
て
い
た
。

I
 

'
i
 

E

個
人
研
究

l
、
日
英
翻
訳
ソ
フ
ト
に
よ
る
仏
教
用
語
の
翻
訳
可
能
性
に
つ
い
て

東

森

勲

(
研
究
の
目
的
)

市
販
さ
れ
て
い
る
日
英
翻
訳
ソ
フ
ト
を
利
用
し
て
、
仏
教
用
語
を
ど
れ

だ
け
正
確
に
翻
訳
が
で
き
る
か
を
、
検
討
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
専

門
用
語
の
こ
の
よ
う
な
翻
訳
を
よ
り
正
確
に
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う

な
翻
訳
ソ
フ
ト
が
今
後
ど
の
よ
う
に
す
る
べ
き
か
を
、
提
案
し
、
今
後
の

仏
教
文
化
の
海
外
で
の
、
布
教
活
動
な
ど
で
の
日
本
語
か
ら
英
語
へ
の
橋

渡
し
と
な
る
研
究
と
位
置
づ
け
る
。
こ
の
よ
う
な
基
礎
的
研
究
は
こ
れ
ま

で
に
は
行
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
の
で
、
今
回
の
研
究
が
第
一
歩
と
な
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。
使
用
す
る
ソ
フ
ト
は
以
下
の
も
の
で
あ
る
。

ω
コ
リ
ャ
英
和
!
一
発
翻
訳

8
8
沙
門
当
5



〉
吋
F
〉

ω
翻
訳
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
〈

E
・0
富
士
通
ミ
ド
ル
ウ
ェ
ア

(の
U
均
-O冨
-Nooq)

2
4
3同
開
¥
』
日
英
翻
訳
こ
れ
一
本
l
〈
R
E
シ
ャ
ー
プ

東
芝
、
英
日
/
日
英
翻
訳
ソ
フ
ト
『
お
ま
か
せ
翻
訳
〈
戸
O
』

回同
O
J「
回
一
切
】
川
英
日
・
日
英
翻
訳
ソ
フ
ト
寸

E
S
F自
己
¥
』
何

〈
R
A
P
6
0

ブ
ラ
ザ
ー
工
業

本
研
究
で
は
、
日
本
語
で
仏
教
用
語
を
入
力
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
翻
訳

ソ
フ
ト
が
ど
の
よ
う
な
翻
訳
を
す
る
か
を
い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
に
分
類
し

て
お
こ
な
っ
て
み
る
。
次
に
そ
れ
ら
の
評
価
を
作
成
す
る
。
最
後
に
言
語

処
理
の
問
題
点
、
あ
る
い
は
認
知
語
用
論
か
ら
の
翻
訳
へ
の
改
善
す
べ
き

か
を
提
案
す
る
。

2
、
三
業
感
乱
関
連
書
籍
の
翻
刻
と
注
釈

殿

内

恒

(
研
究
の
目
的
)

(
研
究
計
画
)

(2) (5) (4) (3) 江
戸
幕
府
は
宗
教
統
制
政
策
の
一
環
と
し
て
、
仏
教
諸
宗
派
の
学
聞
を

奨
励
し
た
が
、
実
際
の
宗
学
研
鎖
は
、
研
究
教
授
機
関
の
整
備
、
修
学
体

系
の
制
度
化
、
さ
ら
に
は
印
刷
技
術
や
出
版
事
業
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ

た
。
本
研
究
は
、
近
世
に
お
け
る
仏
教
研
究
と
出
版
事
業
と
の
関
わ
り
の

一
端
を
、
務
土
真
宗
本
願
寺
派
の
教
学
論
争
で
あ
る
三
業
惑
乱
を
手
が
か

り
に
窺
う
も
の
で
あ
る
。

三
業
惑
乱
は
、
本
願
寺
派
第
六
代
能
化
功
存
(
一
七
二

0
1
一
七
九
六
)

が
著
し
た
『
願
生
帰
命
弁
』
(
一
七
六
四
刊
)
に
対
す
る
批
判
か
ら
始
ま

っ
た
と
言
え
る
。
や
が
て
天
明
年
関
に
な
る
と
、
大
麟
(
生
没
年
不
詳
)

や
宝
厳
(
生
没
年
不
詳
)
に
よ
っ
て
批
判
書
が
出
さ
れ
、
以
後
十
数
年
に

わ
た
り
、
主
と
し
て
批
判
論
駁
書
の
刊
行
を
通
し
て
論
争
が
繰
り
広
げ
ら

れ
て
い
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
従
来
の
研
究
で
は
『
願
生
帰
命
弁
』
と
、
そ
の
論
駁

書
で
あ
る
大
誠
(
一
七
五
九

i
一
人

O
四
)
の
『
横
超
直
道
金
剛
鉾
』

(
一
人
O
一
刊
)
の
み
に
研
究
が
集
中
し
、
『
検
超
直
道
金
剛
鉾
』
が
出
版

さ
れ
る
ま
で
の
論
争
書
の
ほ
と
ん
ど
は
、
和
綴
本
の
ま
ま
翻
刻
さ
れ
て
い

な
い
状
況
で
あ
る
。

本
計
画
は
、
『
横
超
直
道
金
剛
鉾
』
が
出
版
さ
れ
る
ま
で
の
論
争
書
か

ら
代
表
的
な
も
の
を
翻
刻
し
、
併
せ
て
註
釈
的
研
究
を
行
い
、
そ
れ
ら
を

公
開
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
研
究
の
一
環
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

三
業
惑
乱
に
関
連
す
る
第
一
次
資
料
群
を
広
く
公
開
し
、
研
究
の
一
助
と

す
る
こ
と
が
本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
第
一
次
回
様
で
あ
り
、
従
来
の
研

究
で
等
閑
に
付
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
、
論
争
に
関
す
る
書
籍
群
の
内
容
研

究
を
行
う
こ
と
が
第
二
次
目
標
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
研
究
目
的
の
達
成
に
向
け
て
、
諸
般
の
事
情
の
中
、
二

0
0

八
年
度
に
一
年
間
限
り
で
採
択
さ
れ
た
共
同
研
究
「
近
世
仏
教
に
お
け
る

教
学
論
争
と
書
籍
の
刊
行
l
三
業
惑
乱
を
中
心
に
|
」
(
研
究
代
表
者
一

殿
内
恒
)
に
引
き
続
き
、
更
な
る
基
礎
的
研
究
を
進
展
さ
せ
る
べ
く
、
こ

の
た
び
個
人
研
究
の
形
で
申
請
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

二
O
O
八
年
度
に
共
同
研
究
「
近
世
仏
教
に
お
け
る
教
学
論
争
と
書
籍

の
刊
行
|
一
一
一
業
惑
乱
を
中
心
に
ー
」
で
な
さ
れ
た
研
究
内
容
を
継
続
発
展

さ
せ
る
形
で
、
『
願
生
帰
命
弁
』
の
翻
刻
な
ら
び
に
註
釈
的
研
究
、
『
願
生

帰
命
弁
』
へ
の
第
一
次
批
判
書
の
翻
刻
な
ら
び
に
註
釈
的
研
究
を
進
め
て

い
き
、
さ
ら
に
は
学
林
側
か
ら
の
第
一
次
批
判
香
へ
の
論
駁
書
に
つ
い
て

の
研
究
を
目
指
し
て
い
く
。

具
体
的
に
は
、
今
年
度
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
以
下
の
方
法
で
研
究

を
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

川
『
願
生
帰
命
弁
』
翻
刻
デ
ー
タ
に
基
づ
く
本
文
・
註
釈
作
成

ω
第
一
次
批
判
書
翻
刻
デ
ー
タ
の
作
成
、
本
文
・
註
釈
の
検
討

削
学
林
側
か
ら
の
第
一
次
批
判
書
へ
の
論
駁
書
の
調
査
・
収
集

3
、
4
A
溺
『
浄
土
真
宗
金
剛
錦
』
と
『
横
趨
直
道
金
剛
鉾
』
の
対
照
翻
刻

井

上

善

幸

(
研
究
の
目
的
)

(
研
究
計
画
)

-12-

大
滅
著
『
横
超
直
道
金
剛
鉾
』
(
一
人

O
一
刊
)
は
、
本
願
寺
派
第
六

代
能
化
功
存
(
一
七
二

0
1
一
七
九
六
)
が
著
し
た
『
願
生
帰
命
弁
』

(
一
七
六
四
刊
)
に
端
を
発
す
る
三
業
惑
乱
に
、
一
定
の
終
止
符
を
打
っ

た
論
書
で
あ
る
。
三
業
惑
乱
に
お
け
る
書
籍
公
表
に
よ
る
論
争
は
十
数
年

に
及
ぷ
が
、
大
減
が
『
横
超
直
道
金
剛
鉾
」
の
草
稿
本
と
さ
れ
る
『
浄
土

真
宗
金
剛
鉾
』
を
著
し
た
の
は
、
寛
政
九
年
(
一
七
九
七
)
と
さ
れ
る
。

『
滞
土
真
宗
金
剛
鉾
』
が
著
者
の
別
名
に
て
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、

『
横
超
直
道
金
剛
鉾
』
は
、
大
績
の
実
名
で
刊
行
さ
れ
た
書
物
で
あ
る
。

ま
た
、
草
稿
本
と
刊
行
本
と
で
は
、
そ
の
主
題
は
一
貫
す
る
も
の
の
、
編

向¥



爪

(
研
究
計
画
)

述
の
体
裁
や
論
拠
の
取
扱
に
相
違
が
認
め
ら
れ
、
思
索
の
深
化
と
い
う
点

の
み
な
ら
ず
、
実
名
に
よ
る
刊
行
を
意
識
し
た
編
集
と
い
う
点
か
ら
も
興

味
深
い
書
物
で
あ
る
。

こ
の
研
究
は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
教
学
論
争
で
あ
る
三
業
惑
乱
を

手
が
か
り
に
、
近
世
に
お
け
る
仏
教
研
究
と
出
版
事
業
と
の
関
連
を
総
合

的
に
検
証
す
る
研
究
計
画
の
一
部
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
特
に
今
回
申
請

す
る
こ

O
O
九
年
度
個
人
研
究
計
画
で
は
、
『
横
超
直
道
金
剛
鉾
』
の
刊

行
に
至
る
ま
で
の
大
滅
の
思
想
展
開
、
な
ら
び
に
編
集
過
程
を
探
る
た
め

の
基
礎
研
究
と
し
て
、
『
金
剛
鉾
』
諸
本
の
対
照
翻
刻
を
行
う
も
の
で
あ

る
現
在
、
『
金
剛
鉾
』
の
諸
本
は
、
麓
谷
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
研
究
の
準
備
段
階
と
し
て
、
『
金
剛
鉾
』
の
写
本
類
を
中

心
に
関
連
資
料
を
収
集
し
、
研
究
作
業
用
資
料
集
を
作
成
し
、
そ
れ
ら
を

基
に
翻
刻
作
業
を
行
う
。

ま
た
、
本
研
究
は
、
三
業
惑
乱
関
係
論
書
の
総
合
的
研
究
の
基
盤
を
な

す
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
翻
刻
作
業
に
あ
た
っ
て
は
今
後
の
注
釈

作
業
を
念
頭
に
置
き
、
研
究
の
進
度
に
応
じ
て
、
随
時
、
引
用
・
参
照
書

籍
等
を
確
認
し
つ
つ
注
釈
研
究
の
予
備
的
考
察
を
行
う
。

具
体
的
に
は
、
以
下
の
手
順
で
研
究
を
遂
行
す
る
予
定
で
あ
る
。

ω
『
金
剛
舗
と
諸
本
の
関
連
資
料
の
収
集

ω
『
浄
土
真
宗
金
剛
鉾
』
の
本
文
デ
l
タ
の
入
力
及
ぴ
校
正

ω
『
横
超
車
道
金
剛
鉾
』
の
本
文
デ
ー
タ
の
入
力
及
び
校
正

ω
『
緑
土
真
宗
金
問
鉾
』
か
ら
『
横
超
直
道
金
剛
鉾
』
に
至
る
諸
本

の
比
較
検
討

同
以
上
を
ふ
ま
え
た
注
釈
研
究
の
予
備
的
考
察

。
平
成
二
十
一
年
度

兼
任
・
客
員
研
究
員

〈
新
規
〉
〈
〉
(
順
不
同
)

大
取
班

勝
亦
智
之
(
東
山
高
校
非
常
勤
講
師
)

櫛
井
亜
依
(
京
都
造
形
芸
術
大
学
非
常
勤
講
師
)

原
因
水
織
(
恩
筈
寺
坊
守
)

平
田
班

平
田
厚
志
(
本
学
文
学
部
教
授
)

擁
渓
章
雄
(
本
学
文
学
部
教
授
)

岡
村
喜
史
(
本
学
文
学
部
准
教
授
)

川町

三
架
章
夫
(
也
市
土
真
宗
教
学
伝
道
研
究
セ
ン

タ
l
常
任
研
究
員
)

川
村
覚
昭
(
大
谷
大
学
文
学
部
教
授
)

知
名
定
寛
(
神
戸
女
子
大
学
文
学
部
教
授
)

大
原
誠
(
本
願
寺
史
料
研
究
所
研
究
員
)

三
嶋
信
(
博
物
館
「
飛
騨
民
俗
村
」
学
芸
員
)

高
山
嘉
明
(
本
学
文
学
研
究
科
研
究
生
)

長
谷
川
班

桂
紹
隆
(
本
学
文
学
部
教
授
)

高
田
班

高
田
信
良
(
本
学
文
学
部
教
授
)

杉
岡
孝
紀
(
本
学
文
学
部
准
教
授
)

長
谷
川
岳
史
(
本
学
文
学
部
准
教
授
)

都
築
班

都
築
晶
子
(
本
学
文
学
部
教
授
)

佐
藤
智
水
(
本
学
文
学
部
教
授
)

北
村
高
(
本
学
文
学
部
教
授
)

渡
遁
久
(
本
学
文
学
部
准
教
授
)

市
川
良
文
(
本
学
文
学
部
講
師
)

小
田
義
久
(
本
学
非
常
勤
講
師
)

橘
堂
晃
一
(
本
学
非
常
勤
講
師
)

猪
飼
祥
夫
(
東
洋
医
学
総
研
研
究
員
)

李
済
槍
(
南
京
師
範
大
学
講
師
)

赤
松
班

近
藤
俊
太
郎
(
本
学
非
常
勤
講
師
)

中
西
直
樹
(
筑
紫
女
子
大
学
准
教
授
)

林
班
智
康
(
本
学
文
学
部
教
授
)

利
生
(
本
学
文
学
部
教
授
)

知
康
(
本
学
文
学
部
教
授
)

泰
信
(
本
学
文
学
部
教
授
)

章
雄
(
本
学
文
学
部
教
授
)

龍川内大林
渓添藤田

深
川
宣
暢
(
本
学
文
学
部
教
授
)

鍋
島
直
樹
(
本
学
法
学
部
教
授
)

嵩
満
也
(
本
学
国
際
文
化
学
部
教
授
)

杉
岡
孝
紀
(
本
学
文
学
部
准
教
授
)

殿
内
恒
(
本
学
社
会
学
部
准
教
授
)

武
田
晋
(
本
学
文
学
部
准
教
授
)

玉
木
興
慈
(
本
学
短
期
大
学
部
准
教
授
)

井
上
善
幸
(
本
学
文
学
部
准
教
授
)

デ
ニ
ス
ヒ
ロ
タ
(
本
学
文
学
部
教
授
)

原
因
哲
了
(
本
学
文
学
部
講
師
)

那
須
英
勝
(
本
学
文
学
部
教
授
)

高
田
文
英
(
本
学
文
学
部
講
師
)

藤
能
成
(
本
学
文
学
部
教
授
)

清
岡
隆
文
(
本
学
文
学
部
教
授
)

田
畑
正
久
(
本
学
文
学
部
教
授
)

吾
勝
常
行
(
本
学
文
学
部
教
授
)

葛
野
洋
明
(
本
学
文
学
部
教
授
)

芳
村
班

芳
村
博
実
(
本
学
文
学
部
教
授
)

桂
紹
隆
(
本
学
文
学
部
教
授
)

若
原
雄
昭
(
本
学
理
工
学
部
教
授
)

楠
淳
謹
(
本
学
文
学
部
教
授
)

能
仁
正
顕
(
本
学
文
学
部
教
授
)

岡
本
健
資
(
本
学
文
学
部
講
師
)

荒
牧
典
俊
(
京
都
光
華
女
子
大
学
教
授
)

早
島
理
(
滋
賀
医
科
大
学
教
授
)

内
藤
昭
文
(
本
学
非
常
勤
講
師
)

藤
田
祥
道
(
元
本
学
非
常
勤
講
師
)

乗
山
悟
(
本
学
非
常
勤
講
師
)

那
須
良
彦
(
本
願
寺
派
教
学
伝
道
研
究
セ
ン

タ
l
専
任
研
究
員
)

大
西
議
(
関
西
大
学
等
非
常
勤
講
師
)

包
d
'
A
 



加
納
和
雄
(
高
野
山
大
学
助
教
)

毛
利
俊
英
(
筑
紫
女
学
園
大
学
非
常
勤
講
師
)

岩
本
明
美
(
関
西
大
学
非
常
勤
講
師
)

神
子
上
恵
生
(
本
学
名
誉
教
授
)

那
須
円
照
(
元
本
学
文
学
研
究
科
)

五
島
清
隆
(
仏
教
大
学
非
常
勤
講
師
)

狩
野
恭
(
神
戸
女
子
大
学
教
授
)

志
賀
浄
邦
(
京
都
産
業
大
学
講
師
)

シ
ュ
リ
l
カ
ン
ト
ゥ
・
パ
フ
ル
カ
ル
(
テ
イ
ラ

ク
・
マ
ハ

l
ラ
l
シ
ュ
ト
ラ
大
学
教
授
)

入
浮
班

藤
原
崇
人
(
大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
共

同
研
究
員
)

松
井
太
(
弘
前
大
学
准
教
授
)

エ
ル
ダ
ル
・
キ
ユ
チ
ユ
キ
ユ
ヤ
ル
チ
ユ
ン
(
ト

ル
コ
日
本
研
究
学
会
理
事
)

中
田
裕
子
(
元
本
学
文
学
研
究
科
)

浅
田
班

相
馬
一
意
(
本
学
文
学
部
教
授
)

芳
村
博
実
(
本
学
文
学
部
教
授
)

鶴
田
大
吾
(
元
本
学
文
学
研
究
科
)

ヒ
ロ
タ
班

嵩
満
也
(
本
学
園
際
文
化
学
部
教
授
)

北
写
大
至
(
本
学
非
常
勤
講
師
)

張

偉

(

岡

朋

大

学

講

師

)

グ
レ
ゴ
リ
l
・
ギ
ブ
ズ
(
富
山
口
ぽ
窓
円
。
お
問
。
ロ

回
己
《
呂
志
帥
件
、
H，m
g
H
L巾
)

ジ
ョ
ン
・
ロ
ス
・
カ

l
タ
l
(
コ
ル
ゲ
l
ト
大

学
教
授
)

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ハ
リ
シ

I
(ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
教
授
)

エ
リ
ザ
ベ
ッ
タ
・
ボ
ル
ク
(
本
所
客
員
研
究
員
)

南
陽
子
(
本
学
文
学
研
究
科
研
究
生
)

研
究
課
題

指
導
教
授

研
究
期
間

氏研
究
課
題

指
導
教
授

研
究
期
間

氏研
究
課
題

指
導
教
授

研
究
期
間

氏

名名名
F鳳、

研
究
課
題

指
導
教
授

研
究
期
間

氏研
究
課
題

指
導
教
授

研
究
期
間

氏研
究
課
題

指
導
教
授

研
究
期
間

氏研
究
課
題

指
導
教
授

研
究
期
間 名

究
中
心
宗
教
研
究
所
助
理
研
究

員
)「
プ
ラ
サ
ン
ナ
パ
ダ
l
』
第
四
章

「
自
我
の
考
察
」
の
解
読
と
漢
訳

桂
紹
隆
文
学
部
教
授

二
O
O九
年
四
月
一
日

1
一一

0
0

九
年
七
月
三
十
一
日

ジ
ョ
ン
・
ロ
ス
・
ヵ

l
タ
l
氏

(
ア
メ
リ
カ
コ
ル
ゲ
l
ト
大
学

教
授
)

。}
H

円山凹丘町民】白口品

ω
Eロ切口円日向田町比丘

、H
，F
。
ロ
岡
町
同
け
の
ロ
ロ
凹
庄
町
一
g
t
o口出
O
同

H
M

白
巳
〉
ロ
同

g
tロ冊目向田
E
P
R

デ
ニ
ス
・
ヒ
ロ
タ
文
学
部
教
授

二
O
O九
年
六
月
一
日

l
二
0
0

九
年
六
月
三
十
日

ヴ
ァ
ン
サ
ン
・
エ
ル
ト
シ
ン
ガ
ー

氏
(
ス
イ
ス
オ
ー
ス
ト
リ
ア
学

士
院
研
究
員
)

『
議
伽
師
地
論
・
菩
薩
地
・
真
実

口
問
』
の
翻
訳
・
研
究

桂
紹
隆
文
学
部
教
授

二
O
O九
年
九
月
一
日
1
二
O
O

九
年
十
二
月
十
五
日

イ
ア
ン
・
ジ
エ
イ
ム
ズ
・
マ
ク
マ

レ
ン
氏
(
英
国
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ

ー
ド
大
学
東
洋
研
究
所
元
教
授
、

英
国
学
士
院
会
員
)

十
七
世
紀
日
本
に
お
け
る
仏
教
と

儒
教
の
聞
の
論
争

桂
紹
隆
文
学
部
教
授

二
O
O九
年
十
月
十
五
日

1
ニ
O

名名

O
九
年
十
二
月
十
五
日

ニ
O
O九
年
度
龍
谷
大
学
外
国
人
客
員
研
究
員

氏
名
ア
ヌ
チ
ン
・
マ
ル
マ
氏
(
バ
ン

グ
ラ
デ
イ
シ
ユ
ダ
ツ
カ
大
学
研

究
員
)

一
、
日
本
に
お
け
る
大
乗
仏
教
の

存
在
形
態
|
ケ
l
ス
・
ス
タ
デ

ィ
ι
i
l
E

二
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
お
け
る

マ
ル
マ
族
仏
教
徒
の
儀
礼
|
誕

生
・
婚
姻
・
死
の
社
会
学
的
調
査

研
究
課
題

指
導
教
授

研
究
期
間

氏研
究
課
題

指
導
教
授

研
究
期
間 名

若
原
雄
昭
理
工
学
部
教
授

二
O
O九
年
九
月
一
日

i
二
O
一

O
年
三
月
三
十
一
日

王
小
甫
氏
(
中
国
北
京
大
学
歴

史
学
部
教
授
)

階
唐
五
代
時
期
の
東
北
ア
ジ
ア
地

区
関
係
史

木
田
知
生
文
学
部
教
授

二
O
O九
年
八
月
十
日

1
二
0
0

九
年
十
二
月
十
日

-14ー

個
人
研
究

東
森
勲
(
本
学
文
学
部
教
授
)

殿
内
恒
(
本
学
社
会
学
部
准
教
授
)

井
上
善
幸
(
本
学
文
学
部
准
教
授
)

二
O
O九
年
度
龍
谷
大
学
沼
田
奨
学
金
研
究
奨

学
金
受
給
者
及
び
外
国
人
客
員
研
究
員

氏
名
デ
ィ
リ
プ
・
ク
マ
ル
・
バ
ル
ア
氏

(
パ
ン
グ
ラ
デ
イ
シ
ユ
ダ
ツ
カ

大
学
准
教
授
)

日
本
仏
教
の
諸
宗
派
ー
そ
の
教

義
と
歴
史
的
展
開
の
批
判
的
比
較

研
究
|

若
原
雄
昭
理
工
学
部
教
授

ニ
O
O九
年
四
月
一
日
1
二
O
一

O
年
三
月
三
十
一
日

エ
ル
ダ
ル
・
キ
ュ
チ
ュ
キ
ュ
ヤ
ル

チ
ユ
ン
氏
(
ト
ル
コ
ボ
ス
ポ
ラ

ス
大
学
社
会
科
学
研
究
所
)

大
谷
光
瑞
の
生
涯
と
そ
の
事
績
一

中
央
ア
ジ
ア
探
検
と
ト
ル
コ
訪
問

一
一
一
谷
真
澄
国
際
文
化
学
部
准
教
授

二
O
O九
年
四
月
一
日

1
二
O
一

O
年
三
月
三
十
一
日

鄭

堆

(
U
S自
己
j

巳
)
氏
(
中
国

中
国
蔵
学
研
究
中
心
宗
教
研
究
所

所
長
)

ア
テ
ィ
シ
ャ
大
師
と
チ
ベ
ッ
ト
仏

教
の
道
次
第
理
論
に
つ
い
て

桂
紹
隆
文
学
部
教
授

二
O
O九
年
四
月
一
日
i
二
O
O

九
年
七
月
三
十
一
日

李
学
竹
氏
(
中
国
中
国
蔵
学
研

。
研
究
所
日
誌
〈
〉

-
平
成
二
十
年
度
(
後
期
)
|

十
一
月
二
十
二
日
(
土
)
午
後
三
時
1
午
後

四
時
三
十
分

第
七
回
研
究
談
話
会
(
武
田
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
舎
西
饗
三
階
小
会
議
室

議
題
北
米
関
教
の
課
題
と
将
来

講
師
中
援
顕
賓
氏
(
北
米
関
教
区
ニ
ユ

ー
ヨ

l
ク
本
願
寺
仏
教
会
駐
在
関



教
使
)

十
二
月
一
日
(
月
)
午
後
六
時
l

第
八
回
研
究
談
話
会
(
赤
松
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
舎
本
館
二
階
会
議
室

講
題
中
世
前
期
の
文
字
本
尊
|
一
親
鷲
名

号
本
草
の
前
後
|

講
師
下
関
一
頼
氏
(
本
所
客
員
研
究
員
)

十
二
月
四
日
(
木
)
午
後
五
時
三
十
分
1

第
五
回
研
究
談
話
会
(
友
久
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
舎
北
健
二

O
二
教
室

講
題
仏
教
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
意
義

講
師
友
久
久
雄
氏
(
本
学
文
学
部
教
授
)

十
二
月
十
一
日
(
木
)
午
後
四
時
四
十
五
分

i
午
後
六
時
十
五
分

第
二
回
仏
教
文
化
セ
ミ
ナ
ー

会
場
大
宮
学
舎
西
饗
二
階
大
会
議
室

総
合
テ

l
マ
仏
教
と
医
療

講
題
共
同
研
究
「
仏
教
と
医
療
」
の
趣
旨

講
師
長
谷
川
岳
史
氏
(
本
学
文
学
部
准

教
授
)

講
題
盟
主
病
者
へ
の
説
法

講
師
岡
本
健
資
氏
(
本
学
非
常
勤
講
師
)

講
題
医
療
す
る
僧
侶
土
白
代
・
中
世
に

お
け
る
「
僧
医
」
の
存
在
|

講
師
長
崎
陽
子
氏
(
本
学
非
常
勤
講
師
)

十
二
月
十
二
日
(
金
)
午
後
五
時
四
十
五
分
i

第
九
回
研
究
談
話
会
(
殿
内
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
舎
西
安
三
階
小
会
議
室

講
題
功
存
の
『
願
生
帰
命
弁
』
と
下
関

の
『
帰
命
弁
』

部
須
良
彦
氏
(
本
学
非
常
勤
講
師
)

近
世
前
期
の
通
俗
仏
書
|
浅
井
了

謙譲

題師

戸内

意
を
中
心
に
|

講
師
和
田
恭
幸
氏
(
本
学
文
学
部
准
教
授
)

十
二
月
十
八
日
(
木
)
午
後
五
時

1
午
後
六

時
十
五
分

第
六
回
研
究
談
話
会
(
桂
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
舎
西
費
二
階
大
会
議
室

議
題
麓
谷
大
学
図
書
館
蔵
『
行
願
寺
沙

門
某
勧
進
状
』
『
心
石
集
』
『
燭
葛

藤
』
に
つ
い
て

講
師
新
倉
和
文
氏
(
本
所
客
員
研
究
員
)

議
題
燕
京
図
書
館
蔵
『
顕
密
即
身
成
仏

考
』
に
つ
い
て

講
師
道
元
徹
心
氏
(
本
学
文
学
部
准
教

授
)

一
月
十
六
日
(
金
)
午
前
十
時
四
十
五
分
1

午
前
十
一
時
四
十
五
分

第
三
回
仏
教
文
化
セ
ミ
ナ
ー

会
場
大
官
学
舎
第
一
情
報
教
育
実
習
室

議
題
仏
教
用
語
か
ら
現
代
日
本
語
へ
の

意
味
変
化
|
関
連
性
理
論
に
よ
る

分

析

|

講
師
東
森
勲
氏
(
本
学
文
学
部
教
授
)

一
月
十
九
日
(
月
)
午
後
六
時

1

第
十
回
研
究
談
話
会
(
赤
松
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
舎
本
館
二
階
会
議
室

講
題
寛
正
四
年
康
永
作
東
光
寺
不
動
明

王
及
ぴ
二
章
子
像
と
熊
野
本
宮
護

摩
堂

講
師
大
河
内
智
之
氏
(
和
歌
山
県
立
博

物
館
学
芸
員
)

二
月
二
十
五
日
(
水
)
午
後
十
二
時
1
午
後

一
時

滅勝1

第
七
回
運
営
会
議
開
催

1
.

二
O
O
人
年
度
個
人
研
究
の
辞
退
に
つ

い
て
土
屋
和
三
教
授
の
健
康
不
良
に
伴
う
辞
退

が
承
認
さ
れ
た
。

2
.
二
O
O九
年
度
運
営
体
制
・
運
営
会
議

構
成
員
に
つ
い
て

浅
田
正
博
文
学
部
教
授
が
次
期
所
長
に
選

出
さ
れ
た
。
運
営
会
議
構
成
員
は
、
前
掲

の
と
お
り
選
出
さ
れ
た
。

3
・
二

O
O九
年
度
兼
任
研
究
員
・
客
員
研

究
員
に
つ
い
て

提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

4
.
二
O
O九
年
度
沼
田
奨
学
金
(
研
究
奨

学
金
)
受
給
者
の
推
薦
審
査
及
び
外
国
人

客
員
研
究
員
の
任
用
に
つ
い
て

ジ
ョ
ン
・
ロ
ス
・
カ

l
タ
l
氏
(
ア
メ
リ

カ
)
が
推
薦
、
任
用
さ
れ
た
。

5
・
沼
田
奨
学
金
(
研
究
奨
学
金
)
推
薦
に

関
わ
る
推
薦
所
見
の
提
出
に
つ
い
て

提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

三
月
九
日
(
月
)
午
後
六
時
三
十
分

l

第
十
二
回
研
究
談
話
会
(
赤
松
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
舎
本
館
二
階
会
議
室

講
題
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
納
経
と
埋
経

講
師
漬
口
芳
郎
氏
(
本
学
非
常
勤
講
師
)

三
月
十
三
日
(
金
)
午
後
五
時
1
午
後
六
時

第
十
一
回
研
究
談
話
会
(
吉
川
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
舎
北
費
一

O
一
教
室

講
題
寺
社
に
お
け
る
「
対
話
」
と
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
に
関
す
る
仮
説
生
成

研
究

講
師
吉
川
悟
氏
(
本
学
文
学
部
教
授
)

|
平
成
二
十
一
年
度
(
前
期
)
|

四
月
二
十
日
(
月
)
午
後
三
時

1
午
後
六
時

第
一
回
研
究
談
話
会
(
入
棒
研
究
班
)

会
場
大
官
学
舎
清
風
館
共
同
研
究
室
三

O
一
・
三
O
二

講
題
文
明
の
活
断
層
に
揺
れ
る
人
々
の

心

講
師
エ
ル
ダ
ル
・
キ
ユ
チ
ユ
キ
ユ
ヤ
ル

チ
ユ
ン
氏
(
ト
ル
コ
日
本
研
究
学

会
理
事
、
本
所
客
員
研
究
員
)

四
月
二
十
二
日
(
水
)
午
後
十
二
時
三
十
分

ー
午
後
一
時
十
五
分

第
一
回
運
営
会
議
開
催

1
・
二

O
O九
年
度
研
究
体
制
・
役
員
に
つ

い
て
前
掲
の
と
お
り
承
認
さ
れ
た
。

2
.
二
O
O
九
年
度
兼
任
・
客
員
研
究
員
の

追
加
・
取
消
に
つ
い
て

提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

3
.
ニO
O九
年
度
研
究
所
予
算
に
つ
い
て

提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

4
.

ニO
O九
年
度
研
究
談
話
会
開
催
に
つ

い
て
提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

5
.
二
O
O九
年
度
仏
教
文
化
講
演
会
に
つ

い
て
今
年
度
も
二
回
開
催
す
る
こ
と
が
承
認
さ

れ
た
。

6
・
二

O
O九
年
度
仏
教
文
化
セ
ミ
ナ
ー
に

つ
い
て

今
年
度
も
三
回
開
催
す
る
こ
と
が
承
認
さ

Fhu 
'
E
A
 



れ
た
。

7
.
二
O
O
八
年
度
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研

究
年
次
経
過
報
告
書
の
審
査
に
つ
い
て

昨
年
度
と
同
様
に
審
査
を
行
う
こ
と
が
承

認
さ
れ
た
。

8

二
O
O九
年
度
沼
田
奨
学
金
(
研
究
奨

学
金
)
受
給
者
の
推
薦
審
査
及
ぴ
外
国
人

客
員
研
究
員
の
任
用
に
つ
い
て

イ
ア
ン
・
ジ
エ
イ
ム
ズ
・
マ
ク
マ
レ
ン
氏

(
英
国
)
が
推
薦
、
任
用
さ
れ
た
0

9
.
二

O
O九
年
度
外
国
人
客
員
研
究
員
の

任
用
に
つ
い
て

王
小
甫
氏
(
中
国
)
が
任
用
さ
れ
た
。

同
外
国
人
客
員
研
究
員
の
研
究
室
に
つ
い

て提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

四
月
二
十
七
日
(
月
)
午
後
六
時
1
午
後
八

時第
二
回
研
究
談
話
会
(
高
田
研
究
粧
)

会
場
大
宮
学
舎
本
館
一
階
応
接
室
一

講
題
宗
教
多
元
状
況
に
お
け
る
〈
仏
教
〉

思
想
の
研
究

講
師
高
間
信
良
氏
(
本
学
文
学
部
教
授
)

コ
メ
ン
テ

1
タ
杉
岡
孝
紀
氏
(
本
学
文
学

部
准
教
授
)

長
谷
川
丘
町
史
氏
(
本
学
文
学
部
准

教
授
)

五
月
二
十
七
日
(
水
)
午
後
十
二
時
四
十
分

ー
午
後
一
時
十
分

第
二
回
運
営
会
議
開
催

1
・
二

O
O
八
年
度
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研

究
年
次
経
過
報
告
書
審
査
に
つ
い
て

提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。
特
別
指
定
研

究
及
び
研
究
種
別
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、
今
後
常
任
委
員
会
で
検
討
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

2
・
第
七
十
三
回
仏
教
文
化
講
演
会
に
つ
い

て後
掲
の
と
お
り
開
催
が
承
認
さ
れ
た
。

3
.

二
O
O九
年
度
仏
教
文
化
セ
ミ
ナ
ー
に

つ
い
て

後
掲
の
と
お
り
第
四
回
仏
教
文
化
セ
ミ
ナ

ー
の
開
催
が
承
認
さ
れ
た
。
な
お
、
開
催

回
数
の
表
記
は
通
番
号
と
す
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
。

六
月
二
十
五
日
(
木
)
午
後
三
時

1
午
後
四

時
三
十
分

第
四
回
仏
教
文
化
セ
ミ
ナ
ー

会
場
大
官
学
金
百
酋
費
二
階
大
会
議
室

議
題
〉
(
リ
ユ
位
門
担

-
g
E一一可
-
O同
吋
O
ロ
包
目
白

M
内
ロ
田
口
」

5.印
回
一
O
岡

E
匂

E
g
(永

嘉
玄
党
之
停
記
再
考
)

講
師
黄
緑
勅
氏
(
台
湾
法
鼓
偽
教
研

修
学
院
助
教
授
)

通
訳
桂
紹
隆
氏
(
本
学
文
学
部
教
授
)

六
月
二
十
六
日
(
金
)
午
後
三
時
1
午
後
四

時
三
十
分

第
三
回
研
究
談
話
会
(
ヒ
ロ
タ
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
舎
清
風
館
三
階
仏
典
翻
訳

研
究
室

題
『
法
匂
経
』
の
英
訳
に
つ
い
て

師
ジ
ョ
ン
・
ロ
ス
・
カ

l
タ
l
氏

(
コ
ル
ゲ
l
ト
大
学
教
授
・
本
所

客
員
研
究
員
)

議講

f禰旗、

午
後
一
時
十
五
分
i
午

六
月
三
十
日
(
火
)

後
二
時
四
十
五
分

第
七
十
三
回
仏
教
文
化
講
演
会

会
場
大
宮
学
舎
清
和
館
=
一
階
ホ
l
ル

講
題
大
谷
探
検
隊
将
来
断
片
資
料
の
追
跡

を
め
ぐ
っ
て

講
師
片
山
章
雄
氏
(
東
海
大
学
文
学
部
教

授
)

七
月
八
日
(
水
)
午
後
十
二
時
三
十
分
1
午

後
一
時
十
五
分

第
三
国
運
営
会
議
開
催

1
.

ニ
O
一
0
年
度
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
募

集
に
つ
い
て

提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

2
.

二
O
一
0
年
度
専
任
研
究
員
の
募
集
に

つ
い
て

提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

応
募
締
切
日
・
・
十
月
十
六
日

3
・
二

O
一
0
年
度
善
本
叢
書
・
仏
教
文
化

研
究
叢
書
の
出
版
助
成
募
集
に
つ
い
て

提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

応
募
締
切
日
・
・
十
月
十
六
日

4
.

二
O
一
0
年
度
沼
田
奨
学
金
(
研
究
奨

学
金
)
受
給
者
の
推
薦
審
査
及
び
外
国
人

客
員
研
究
員
の
任
用
に
つ
い
て

ジ
グ
メ

l
・
ツ
ル
テ
ィ
ム
氏
(
チ
ベ
ッ
ト
)

が
推
薦
、
任
用
さ
れ
た
。

5
・
二

O
O九
年
度
外
国
人
客
員
研
究
員
の

任
用
(
延
長
)
に
つ
い
て

ア
ヌ
・
チ
ン
・
マ
ル
マ
氏
(
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
)
の
延
長
が
、
ピ
ザ
更
新
を
条
件
に

承
認
さ
れ
た
。

f畷穂、

七
月
二
十
七
日
(
月
)
午
後
六
時
1

第
四
回
研
究
談
話
会
(
赤
松
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
金
ロ
西
費
三
階
小
会
議
議

議
題
奈
良
時
代
の
千
手
観
音
菩
陵
像
に

つ
い
て

講
師
中
野
聴
氏
(
本
所
客
員
研
究
員
)

十
月
二
十
一
日
(
水
)
午
後
十
二
時
三
十
分

i
午
後
一
時
五
分

第
四
国
運
営
会
議
開
催

-

二

O
一
0
年
度
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
採

用
審
査
に
つ
い
て

提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

2
.

二
O
一
0
年
度
「
個
人
研
究
」
の
追
加

募
集
に
つ
い
て

ー
の
結
果
に
伴
い
、
追
加
募
集
す
る
こ
と

が
承
認
さ
れ
た
。

3
.
二
O
一
0
年
度
専
任
研
究
員
に
つ
い
て

該
当
な
し
。

4
.

二
O
一
0
年
度
出
版
助
成
(
善
本
叢

書
・
研
究
叢
書
)
の
予
算
案
に
つ
い
て

左
記
の
と
お
り
承
認
さ
れ
た
。

(
一
)
善
本
叢
書
『
禿
氏
文
庫
本
(
仮
)
』

大
取
一
馬
思
文
閣
出
版

会
一
)
研
究
叢
書
『
問
答
と
論
争
の
仏
教

|
宗
教
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
射

程
』
マ
ル
テ
ィ
ン
・
レ
ッ
プ
(
申
請

者
一
井
上
善
幸
)
法
蔵
館

5

二
O
一
0
年
度
沼
田
奨
学
金
(
研
究
奨

学
金
)
受
給
者
の
推
薦
審
査
及
び
外
国
人

客
員
研
究
員
の
任
用
に
つ
い
て

寧
欣
氏
(
中
国
)
、
テ
イ
モ
シ

1
・
フ
エ

ロ
l
ズ
・
フ
イ
ツ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
氏
(
英
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国
)
、
ホ
ル
ス
ト
・
ラ
シ
ッ
チ
ュ
氏
(
オ

ー
ス
ト
リ
ア
)
、
李
学
竹
氏
(
中
国
)
、
ァ

ン
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
氏
(
カ
ナ
ダ
)
が
推

薦
、
任
用
さ
れ
た
0

6
第
七
十
四
回
仏
教
文
化
講
演
会
に
つ
い

て後
掲
の
と
お
り
開
催
が
承
認
さ
れ
た
。

7
.
仏
教
文
化
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
に
つ
い
て

後
掲
の
と
お
り
第
五
回
、
第
六
回
仏
教
文

化
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
が
承
認
さ
れ
た
。

8
.
二
O
O
九
年
度
客
員
研
究
員
の
追
加
に

つ
い
て

提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

9
・
二
O
O
九
年
度
客
員
研
究
員
の
科
学
研

究
費
補
助
金
研
究
者
名
簿
へ
の
登
録
に
つ

い
て
提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

m.
図
書
費
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

常
任
委
員
会
で
審
議
す
る
こ
と
と
な
っ

た。

十
月
二
十
六
日
(
月
)
午
後
六
時

1

第
六
回
研
究
談
話
会
(
赤
松
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
舎
本
館
二
階
会
議
室

議
題
天
皇
制
国
家
と
清
沢
満
之
|
「
精

神
主
義
」
研
究
の
前
提
|

講
師
近
藤
俊
太
郎
氏
(
本
学
非
常
勤
講

師
・
客
員
研
究
員
)

十
月
三
十
日
(
金
)
午
後
五
時
三
十
分
1
午

後
七
時

第
五
回
研
究
談
話
会
(
平
田
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
舎
清
風
館
共
同
研
究
室
三

O
ニ

繍時

大
和
に
お
け
る
三
業
惑
乱
に
つ
い

て奥
本
武
裕
氏
(
奈
良
県
立
同
和
問

題
関
係
資
料
セ
ン
タ
ー
係
長
)

十
一
月
九
日
(
月
)
午
後
一
時
十
五
分
1
午

後
二
時
四
十
五
分

第
五
回
仏
教
文
化
セ
ミ
ナ
ー

会
場
大
宮
学
舎
清
和
館
三
階
ホ
l
ル

講
題
浄
土
真
宗
と
「
い
の
り
」
よ
示
教

多
元
の
中
で
、
「
行
と
信
」
の
主

体
性
|

講
師
藤
能
成
氏
(
本
学
文
学
部
教
授
)

コ
メ
ン
テ
l
タ
共
同
研
究
メ
ン
バ
ー
(
高

田
信
良
)

十
一
月
十
六
日
(
月
)
午
後
三
時
l
午
後
六

時第
七
回
研
究
談
話
会
(
入
津
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
舎
清
風
館
共
同
研
究
室
一
一
一
一

O
一
・
三
O
二

議
題
中
央
ア
ジ
ア
に
お
け
る
哀
悼
儀
礼

講
師
イ
セ
ン
ピ
ケ
・
ト
ガ
ン
氏
(
ト
ル

コ
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
・
ト
ル

コ
中
東
工
科
大
学
名
誉
教
授
)

十
一
月
十
八
日
(
水
)
午
後
十
二
時
三
十
分

i
午
後
一
時

第
五
回
運
営
会
議
開
催

1
.

二
O
一

0
年
度
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

〈
個
人
研
究
・
追
加
募
集
分
〉
採
用
審
査

に
つ
い
て

提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

2
.

二
O
一

0
年
度
沼
田
奨
学
金
(
研
究
奨

学
金
)
受
給
者
の
推
薦
審
査
及
び
外
国
人

議

題

講

師

客
員
研
究
員
の
任
用
に
つ
い
て

プ
ラ
ポ
ン
サ
ッ
ク
・
コ
ン
カ
l
ラ
ツ
タ
ナ

ラ
ッ
ク
氏
(
タ
イ
)
、
ト

1
マ
ス
・
シ

I

ア
ン
氏
(
ア
メ
リ
カ
)
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・

ハ
リ
シ
l
氏
(
ア
メ
リ
カ
)
が
推
薦
、
任

用
さ
れ
た
。

3.
図
書
費
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
(
継
続
)

希
望
が
あ
れ
ば
事
務
局
へ
申
し
出
る
こ
と

と
な
っ
た
。

4
・
新
春
技
術
講
演
会
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ヨ

ン
出
展
に
つ
い
て

昨
年
と
同
様
に
出
展
す
る
こ
と
が
決
定
し

た。

十
一
月
二
十
六
日
(
木
)
午
後
五
時

i
午
後

六
時
十
五
分

第
六
回
仏
教
文
化
セ
ミ
ナ
ー

会
場
大
宮
学
舎
商
品
買
二
階
大
会
議
室

議
題
禿
氏
文
庫
蔵
で
つ
ら
し
ま
」
「
富

士
の
人
穴
」
に
つ
い
て

講
師
櫛
井
亜
依
氏
(
京
都
造
形
芸
術
大

学
非
常
勤
講
師
)

十
一
月
三
十
日
(
月
)
午
後
五
時
三
十
分

1

第
八
回
研
究
談
話
会
(
赤
松
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
会
口
本
館
二
階
会
議
室

講
題
近
世
中
期
の
神
宮
寺
の
僧
侶
と
国

学
者
の
関
係

講
師
浦
西
勉
氏
(
奈
良
県
文
化
財
保
存

課
)

十
二
月
三
日
(
木
)
午
後
五
時

1
午
後
七
時

第
九
回
研
究
談
話
会
(
芳
村
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
舎
商
費
二
階
大
会
議
室

講
題
磁
伽
行
唯
識
思
想
に
お
け
る
五
事

と
三
性
の
成
立
に
つ
い
て

荒
牧
典
俊
氏
(
京
都
光
華
女
子
大

学
教
授
・
真
宗
文
化
研
究
所
長
)

十
二
月
十
四
日
(
月
)
午
後
五
時
三
十
分
1

第
十
回
研
究
談
話
会
(
赤
松
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
舎
本
館
二
階
会
議
室

講
題
江
戸
時
代
に
お
け
る
熊
野
本
宮
の

神
仏
分
離
と
仏
像
の
移
動

講
師
大
河
内
智
之
氏
(
和
歌
山
県
立
博

物
館
学
芸
員
)

十
二
月
十
八
日
(
金
)
午
後
一
時
十
五
分
i

午
後
二
時
四
十
五
分

第
七
十
四
回
仏
教
文
化
講
演
会

会
場
大
宮
学
舎
本
館
講
堂

講
題
宗
教
情
操
教
育
は
な
ぜ
必
要
か
|

特
に
真
宗
門
徒
の
宗
教
倫
理
に
関

す
る
調
査
研
究
を
踏
ま
え
て
|

口
羽
益
生
氏
(
岐
阜
聖
徳
学
園
大

学
・
短
期
大
学
部
学
長
、
本
学
名

誉
教
授
)

講

日市

ゥ，
胃

i

議

目市

平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
六
日
発
行

龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所

代

表

者

浅

田

正

博

六
O
O
|
人
二
六
人

京
都
市
下
京
区
七
条
通
大
宮
東
入

大
工
町
二
一
五
1

一

電
話
O
七
五
加
三
三
一
一
(
代
)

(

内

線

5
4
0
0



仏
教
文
化
研
究
所
規
程

設

立

制

定
一
部
改
正

昭
和
三
六
年
四
月
一
日

昭
和
六
三
年
二
一
月
一
日

平
成
四
年
一
月
一
六
日

平
成
六
年
六
月
九
日

平
成
一
一
年
一
一
月
二
五
日

平
成
二
二
年
九
月
二
七
日

平
成
一
四
年
五
月
一
六
日

平
成
一
五
年
五
月
一
五
日

平
成
一
九
年
七
月
五
日

第
一
章

総

員リ

第
一
条
こ
の
規
程
は
、
龍
谷
大
学
学
則
第
七

O
条
に
定
め

る
仏
教
文
化
研
究
所
(
以
下
、
「
仏
文
研
」
と
い
う
。
)
に

つ
い
て
、
そ
の
組
織
及
び
運
営
等
必
要
な
事
項
を
定
め
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
二
条
仏
文
研
は
、
龍
谷
大
学
大
宮
学
会
口
内
に
置
く
。

第
三
条
仏
文
研
は
、
仏
教
文
化
及
び
そ
の
関
連
領
域
に
関

す
る
総
合
的
学
術
研
究
並
び
に
国
際
的
研
究
交
流
を
行
な

い
、
も
っ
て
学
術
研
究
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

第
四
条
仏
文
研
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
次

の
事
業
を
行
う
。

ω
仏
教
文
化
及
び
そ
の
関
連
領
域
に
関
す
る
研
究
・
調

査
川
研
究
・
調
査
に
必
要
な
図
書
・
資
料
及
び
情
報
の
収

集
、
管
理

川
紀
要
、
叢
書
、
所
報
等
研
究
成
果
の
刊
行

同
研
究
会
、
公
開
講
座
、
講
演
会
等
の
開
催

同
国
内
外
の
大
学
及
び
研
究
機
関
と
の
研
究
交
流

川
そ
の
他
前
条
の
目
的
を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
な
事

業第
二
章

運

営

会

議

第
五
条
仏
文
研
に
、
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
審
議
・
決
定

す
る
た
め
、
仏
教
文
化
研
究
所
運
営
会
議
(
以
下
、
「
運

営
会
議
」
と
い
う
。
)
を
置
く
。

二
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
は
、
運
営
会
議
に
お
い
て
決

定
す
る
。

ω
事
業
計
画
に
関
す
る
こ
と

∞
研
究
所
予
算
に
関
す
る
こ
と

同
指
定
研
究
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
の
設
置
・
廃
止
に

関
す
る
こ
と

ω
研
究
員
及
ぴ
委
託
研
究
員
の
受
入
れ
に
関
す
る
こ
と

同
そ
の
他
仏
文
研
に
お
け
る
重
要
な
事
項

第
六
条
運
営
会
議
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
で
構
成

す
る
。
ω
所
長
及
び
副
所
長

ω
文

学

部

教

授

会

が

選

任

す

る

者

六

名

川

短

期

大

学

部

教

授

会

が

選

任

す

る

者

一

名

川

学

長

が

指

名

す

る

者

若

干

名

制
専
任
研
究
員

制
研
究
部
事
務
部
長

二
、
前
号
第
二
号
、
第
三
号
、
及
び
第
四
号
及
び
第
五
号
に

よ
る
者
の
任
期
は
、
一
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
再
任
を
妨

げ
な
い
。

第
七
条
運
営
会
議
は
、
所
長
が
必
要
と
認
め
る
都
度
招
集

し
、
所
長
は
会
議
の
議
長
と
な
る
。

第
八
条
運
営
会
議
は
、
構
成
員
の
過
半
数
の
出
席
に
よ
り

成
立
し
、
議
事
は
出
席
者
の
過
半
数
の
同
意
に
よ
り
決
定

す
る
。

F期ぬ

第
三
章

組

織

第
九
条
仏
文
研
に
研
究
調
査
部
及
び
事
業
部
を
設
け
る
。

二
、
研
究
調
査
部
は
、
第
四
条
に
規
定
す
る
事
業
の
う
ち
、

研
究
及
び
調
査
並
び
に
各
指
定
研
究
及
び
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
研
究
の
推
進
・
調
整
に
関
す
る
事
業
を
分
担
す
る
。

三
、
事
業
部
は
、
第
四
条
に
規
定
す
る
事
業
の
う
ち
、
資
料

の
収
集
・
整
理
及
び
研
究
成
果
の
公
刊
並
び
に
研
究
交
流

等
に
関
す
る
事
業
を
分
担
す
る
。

第
一

O
条
仏
文
研
に
、
特
定
の
課
題
を
研
究
す
る
指
定
研

究
を
置
く
。

第
一
一
条
仏
文
研
に
、
常
設
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
特
別

指
定
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
及
び
時
限
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
置
く
。

二
、
常
設
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

川
真
宗
学
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

凶
仏
教
学
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

同
仏
教
史
学
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

三
、
特
別
指
定
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

川
西
域
文
化
研
究
会

山
仏
典
翻
訳
研
究
会

同
大
蔵
経
学
術
用
語
研
究
会

四
、
時
限
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
必
要
の
都
度
設
置
す
る
。

第
一
ニ
条
仏
文
研
に
設
置
す
る
指
定
研
究
及
び
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
研
究
は
、
研
究
の
活
性
化
・
高
度
化
を
推
進
す
る
た

め
に
逮
営
会
議
が
必
要
と
認
め
る
場
合
「
付
属
研
究
セ
ン

タ
ー
」
を
呼
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
、
付
属
研
究
セ
ン
タ
ー
の
運
営
等
に
つ
い
て
は
別
途
に
定

め
る
。
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第
一
=
一
条
仏
文
研
に
、
所
長
及
び
副
所
長
各
一
名
置
く
。

二
、
所
長
は
、
仏
文
研
の
業
務
を
統
括
し
、
仏
文
研
を
代
表

す
る
。

三
、
副
所
長
は
、
所
長
を
補
佐
し
、
所
長
事
故
あ
る
時
は
そ

の
職
務
を
代
理
す
る
。

四
、
所
長
及
び
副
所
長
は
、
運
営
会
議
の
推
薦
す
る
者
に
対

し
て
、
学
長
が
任
命
す
る
。

五
、
所
長
及
び
副
所
長
の
任
期
は
、
二
年
と
す
る
。
た
だ
し

再
任
を
妨
げ
な
い
。

第
一
四
条
第
九
条
に
定
め
る
部
に
、
主
任
一
名
を
置
く
。

二
、
主
任
は
、
各
部
の
業
務
を
調
整
処
理
す
る
。

三
、
主
任
は
、
本
学
(
短
期
大
学
部
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
)

の
専
任
教
育
職
員
の
内
か
ら
、
運
営
会
議
に
お
い
て
選
任

す
る
。

第
一
五
条
第
一
一
条
に
定
め
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
主
査
一
名
を
置
く
。

二
、
主
査
は
、
当
該
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
主
宰
し
そ
の
活

動
を
調
整
推
進
す
る
。

三
、
主
査
は
、
本
学
専
任
教
育
職
員
の
内
か
ら
、
運
営
会
議

に
お
い
て
選
任
す
る
。

第
一
六
条
運
営
会
議
の
決
定
事
項
の
執
行
及
び
委
任
事
項

の
処
理
並
ぴ
に
日
常
業
務
の
連
絡
・
調
整
を
図
る
た
め
、

所
長
の
も
と
に
常
任
委
員
会
を
置
く
。

二
、
常
任
委
員
会
は
、
次
の
各
号
の
者
で
構
成
す
る
。

ω
所
長
及
ぴ
副
所
長

同
第
一
四
条
に
定
め
る
主
任

ω
運
営
会
議
が
選
任
す
る
者
若
干
名

削
仏
文
研
課
長

三
、
常
任
委
員
会
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
主
査
を
加
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

第
五
章

研

究

員

第
一
七
条

仏
文
研
に
、
次
に
掲
げ
る
研
究
員
を
置
く
。

府内

ω
専
任
研
究
員

削
兼
任
研
究
員

削
客
員
研
究
員

削
嘱
託
研
究
員

第
一
八
条
専
任
研
究
員
は
、
仏
文
研
に
所
属
す
る
専
任
教

育
職
員
で
、
専
ら
研
究
・
調
査
に
従
事
す
る
者
を
い
う
。

二
、
専
任
研
究
員
の
任
用
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
。

第
一
九
条
兼
任
研
究
員
は
、
仏
文
研
の
活
動
に
参
加
す
る

本
学
の
専
任
教
職
員
を
い
う
。

二
、
兼
任
研
究
員
は
、
所
長
が
候
補
者
を
推
薦
し
、
学
長
が

委
嘱
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
候
補
者
が
専
任
教
育
職
員
で

あ
る
場
合
は
、
そ
の
候
補
者
の
所
属
す
る
教
授
会
の
承
認

を
得
る
も
の
と
す
る
。

三
、
専
任
教
職
員
は
所
長
に
対
し
て
、
兼
任
研
究
員
と
な
る

こ
と
を
願
出
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

四
、
兼
任
研
究
員
の
任
期
は
、
一
年
間
又
は
二
年
間
と
す
る
。

た
だ
し
、
再
任
は
妨
げ
な
い
。

第
二

O
条
客
員
研
究
員
は
、
学
外
の
研
究
者
で
そ
の
身
分

の
ま
ま
一
定
期
間
仏
文
研
に
所
属
し
て
、
研
究
・
調
査
活

動
に
従
事
す
る
者
を
い
う
。

二
、
客
員
研
究
員
は
、
所
長
が
候
補
者
を
推
薦
し
、
運
営
会

議
の
承
認
を
経
て
、
学
長
が
委
嘱
す
る
。

第
二
一
条
嘱
託
研
究
員
は
、
前
三
条
に
規
定
す
る
以
外
の

者
で
仏
文
研
の
活
動
に
参
加
す
る
者
を
い
う
。

二
、
嘱
託
研
究
員
の
任
用
は
、
前
条
第
二
項
の
規
程
を
準
用

す
る
。

第
二
二
条
仏
文
研
は
受
託
研
究
員
を
受
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
。

二
、
受
託
研
究
員
の
受
入
れ
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
。

第
六
章

補

員。

第
二
三
条
仏
文
研
に
、
仏
文
研
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め

仏
文
研
事
務
室
を
置
く
。

内二
、
仏
文
研
事
務
室
に
、
必
要
な
事
務
職
員
を
置
く
。

第
二
四
条
こ
の
規
程
の
改
正
又
は
廃
止
は
、
運
営
会
議
の

発
議
に
よ
り
大
学
評
議
会
に
お
い
て
決
定
す
る
。

.，ιa
叫
同
町
a

・

L
T

回貝

こ
の
規
程
は
、
昭
和
六
三
年
一
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

二
、
こ
の
規
程
の
施
行
に
伴
い
、
従
前
の
仏
教
文
化
研
究
所

規
程
(
昭
和
六
三
年
四
月
一
日
施
行
)
は
、
廃
止
す
る
。

三
、
こ
の
規
程
施
行
当
初
の
所
長
は
、
第
一
一
一
条
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
従
前
の
規
定
に
よ
る
所
長
が
あ
た
る
も
の
と

し
遼
営
会
議
は
第
六
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
従
前
の
規

定
に
よ
る
協
議
委
員
を
以
て
構
成
す
る
も
の
と
す
る
。

付
則
(
平
成
四
年
一
月
一
六
日
題
名
、
第
一
条
改
正
)

こ
の
規
程
は
、
平
成
四
年
一
月
一
六
日
か
ら
施
行
す
る
。

付
則
(
平
成
六
年
六
月
九
日
第
六
条
第
四
号
選
任
母
胎

の
改
正
)

こ
の
規
程
は
、
平
成
六
年
六
月
九
日
か
ら
施
行
す
る
。

付
則
(
平
成
一
一
年
一
一
月
二
五
日
第
一
一
条
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
改
正
)

こ
の
規
程
は
、
平
成
一
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

付
則
(
抄
)
(
平
成
一
一
一
一
年
九
月
二
七
日
第
六
条
改
正
)

こ
の
規
程
は
、
平
成
一
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

付
則
(
平
成
一
四
年
五
月
一
六
日
第
六
条
第
二
号
改
正
)

こ
の
規
程
は
、
平
成
一
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

付
則
(
平
成
一
五
年
五
月
一
五
日
第
一
五
条
改
正
)

一
、
こ
の
規
程
は
、
平
成
一
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

二
、
こ
の
規
程
の
施
行
に
伴
い
、
現
に
、
仏
教
文
化
研
究
所

事
務
室
事
務
長
に
あ
る
者
は
、
こ
の
規
程
に
よ
る
課
長
と

み
な
す
。

付
則
(
平
成
一
九
年
七
月
五
日
第
一
一
一
条
新
設
、
第
一

三
条
以
下
繰
下
、
第
一
六
条
改
正
)

こ
の
規
程
は
、
平
成
一
九
年
七
月
五
日
か
ら
施
行
す
る
。
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3印.8/CHU/81 清真大典 3ω.8/C H U/101 民間賓巻

360.81 C H U 182 務真大典 360.81 C H U 1102 民間賓巻

3印'.8/CHU/83 清真大典 360.81 C H U 1103 民間質巻

3印'.8/CHU/84 消臭大典 3ω.8/CHU/104 民間賓巻

360.81 C H U 185 i青真大典 360.8/C H U 1105 民間質巻

360.81 C H U 186 i青真大典 3ω'.81 C H U 1106 民間賞巻

3印'.8/CHU/87 i青真大典 360.81 C H U 1107 民間賓巻

3印.8/CHU/88 i青真大典 360.81 C H U 1108 民間賓巻

360.81 C H U 189 滑真大典 360.81 C H U 1109 民間賞巻

3回'.8/CHUI卯 清真大典 3ω'.8/CHUI110 民間質巻

3印.8/CHU/91 清真大典 360.81 C H U Illl 民間賓巻

3印.8/CHU/92 i青真大典 3ω'.81 C H U 1112 民間賞巻

3印'.8/CHU/93 i青真大典 3ω.8/C HU/113 民間賓巻

3印.8/CHU/94 済真大典 360.81 C H U 1114 民間賓巻

3印.8/CHU/95 清莫大典 3ω'.81 C H U 1115 民間賓巻
F職

360.81 C H U 196 1青真大典 360.81 C H U 1116 民間賞巻

3印.8/CHU/97 i青真大典 360.81 C H U 1117 民間賓巻

360.81 C H U 198 i青真大典 360.81 C H U 1118 民間賓巻

360.81 C H U 199 清真大典 3ω.8/C HU/119 民間賓巻

360.81 C H U 11∞清真大典 3ω.8/C H U/120 民間賞巻

RESEARCH INSTITUTE FOR BUDDHIST CULTURE 

kyRo戸Eo1k，oJkaupatnJnDiveecrseimEyb(eRr IBC) 2009. 

〆勲、
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267/Z E N/83 禅宗金書 360.8/ C H U /30 裁外働経

267/Z EN/84 禅宗全書 3ω.8/C HU/31 三洞拾遺

267/Z EN/85 禅宗会書 3ω.8/C HU/32 三洞拾遺

267/Z EN/86 禅宗金書 3ω.8/CHU/33 三洞拾遺

267/Z EN/87 禅宗全書 360.8/ C H U /34 三洞拾遺

2671Z EN/88 禅宗金書 360.8/ C H U /35 三洞拾遺

267/Z EN/89 禅宗全書 3ω.8/CHU/36 三洞拾遺

2671Z EN/卯 禅宗全書 3ω.8/CHU/37 三洞拾遺

267/Z EN/91 禅宗全書 双氾8/CHU/:沼 三洞拾遺

267/Z EN/92 禅宗全書 3ω.8/C H U/39 三洞拾遺

267/Z E N/93 禅宗全書 360.8/C H U/40 三洞拾遺

267/Z E N/94 禅宗金書 360.8/C HU/41 三洞拾遺

267/Z EN/95 禅宗全書 360.8/C HU/位 三洞拾遺

267/Z E N/96 神宗全書 3ω.8/C HU/43 三洞拾遺

267/Z E N/97 禅宗全書 360.8/ C H U ;.必 三洞拾遺

267/Z EN/98 禅宗全書 360.8/C H U/45 三洞拾遺

267/Z EN/99 禅宗金書 360.8/CHU/必 三洞拾遺

267/Z E N/1∞ 禅宗金書 3ω.8/C HU/47 三洞拾遺

267/Z EN/10l 神宗全書 3ω.8/CHU/.必 三洞拾遺

203.1/ D A 1 /3 大裁経篇 3印.8/CHU/49 三洞拾遺

203.1/D A 1/4 大蔵経篇 3ω.8/C H U/50 三洞拾遺

203.1/ D A 1 /5 大蔵経籍 3ω.8/CHU/51 束縛福音

360.8/C H U/1 臓外偽経 3ω.8/CHU/52 束縛福音

3ω.8/CHU/2 裁外働経 360.8/ C H U /53 束縛福音

360.8/ C H U /3 裁外偽経 3印8/CHU/54 東俸福音

3ω.8/CHU/4 磁外偽経 3回.8/CHU/55 束縛福音

360.8/ C H U /5 磁外働経 3ω.8/C HU/56 束縛福音

3ω.8/C H U/6 裁外働経 3ω.8/CHU/57 束縛福音

3ω.8/CHU/7 臓外働経 360.8/ C H U /~回 東停福音

3ω'.8/CHU/8 覇軍外備経 3他8/CHU/59 東俸福音

360.8/ C H U /9 裁外働経 360.8/C HU/ω 束縛福音

3ω.8/C H U/10 裁外働経 3ω.8/C HU/61 東侍福音

360.8/ C H U 111 蔵外働経 360.8/ C H U /62 東停福音

360.8/ C H U /12 蔵外働経 3印.8/CHU/63 束縛福音

360.8/ C H U /13 臓外働経 360.8/ C H U /64 束縛福音

3ω.8/CHU/14 裁外働経 3ω'.8/C HU/I街 束縛福音

3ω'.8/C H U/15 裁外働経 3ω8/C HU/I“ 束縛福音
3ω'.8/CHU/16 裁外偽経 360.8/ C H U /67 束縛福音

360.8/ C H U /17 裁外働経 3ω.8/C HU/侃 束縛福音

3ω.8/CHU/18 裁外働経 3ω.8/CHU/69 束縛福音

3ω.8/C H U/19 蔵外働経 360.8/ C H U /70 東侍福音

3ω.8/C H U/20 話露外悌経 3ω.8/C HU/71 束縛福音

360.8/ C H U /21 蔵外働経 360.8/ C H U /72 束縛福音

360.8/ C H U /22 臓外働経 360.8/ C H U /73 束縛福音

360.8/ C H U /23 裁外働経 360.8/ C H U /74 束縛福音

3ω'.8/C HU/24 裁外働経 3ω.8/CHU/75 東停福音

3ω.8/CHU/25 磁外偽経 お0.8/CHU/76 i青真大典
3ω.8/C HU/26 蔵外働経 3ω1.8/C HU177 清真大典

360.8/C HU/幻 蔵外働経 3ω1.8/C HU/78 清真大典

360.8/C HU/お 裁外働経 3ω1.8/C HU179 清真大典

360.8/ C H U /29 磁外働経 360.8/ C H U /80 1青真大典
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会 267/Z EN/32 禅宗金書

057/91/鈍 六道の思想と美術:研究発表と座談会 267/Z EN/33 禅宗全書

057/91135 仏師康尚の時代:研究発表と座談会 267/Z EN/34 禅宗全書

081/R YU/初 彦根藩井伊家文書浄土真宗異義相論: 267/Z E N/35 禅宗会書

「承応の凋締」を発端とする本願寺・ 267/Z EN/36 禅宗金書

奥正寺一件史料 267/Z E N/37 禅宗全書

081/R YU/:処 中世の文学と思想 267/Z EN/38 禅宗全書

∞'2.6/703/10 漢方の臨床 267/Z EN/39 禅宗全書

∞12.6/703/11 漢方の臨床 267/ZEN/必 禅宗全書

∞2β/703/12 漢方の臨床 267/Z E N/41 禅宗会書

422.04/ C H U /1 中園覇軍黒水城漢文文献 267/Z EN/42 禅宗全書

422.04/ C H U /2 中園裁黒水城漢文文献 267/Z EN/43 禅宗全書

422.04/ C H U /3 中園競黒水域漢文文献 2671Z EN/姐 禅宗全書

422.1倒/CHU/4 中国蔵黒水城漢文文献 267/Z EN/45 禅宗全書

422.1但/CHU/5 中園裁黒水域漢文文献 267/Z EN/必 禅宗全書
F開ヘ 422.1但/CHU/6 中園磁黒水城漢文文献 267/Z EN/47 禅宗全書

422.04/ C H U /7 中園戴黒水城漢文文献 267/ZEN/48 禅宗全書

422.1似/CHU/8 中園競黒水城漢文文献 267/Z EN/49 禅宗金書

422.04/ C H U /9 中園競黒水城漢文文献 267/ZEN/印 禅宗全書

422.β41CHU/I0 中園戴黒水城漢文文献 267/Z E N/51 禅宗全書

267/Z EN/l 禅宗全書 2671Z EN/52 禅宗全書

2671Z EN/2 禅宗全書 2671Z EN/53 禅宗全書

267/Z EN/3 禅宗全書 267/Z E N/54 禅宗全書

267/ZEN/4 禅宗全書 267/Z EN/55 禅宗全書

267/Z EN/5 禅宗全書 2671Z EN/56 禅宗金書

267/Z EN/6 禅宗全書 2671Z E N/57 禅宗全書
267/Z EN/7 禅宗全書 2671Z E N/58 禅宗全書
2671Z EN/8 禅宗全書 2671Z EN/59 禅宗全書
2671Z EN/9 禅宗全書 2671Z EN/60 禅宗全書

267/Z EN/I0 禅宗全書 267/Z EN/61 禅宗全書

2671Z EN/ll 禅宗全書 267/Z EN/62 禅宗全書

267/Z E N/12 禅宗全書 267/Z EN/63 禅宗全書

2671Z EN/13 禅宗全書 2671Z EN/64 補宗全書
267/Z E N/14 禅宗全書 2671Z EN/65 禅宗全書F購民
267/Z EN/15 禅宗全書 267/Z EN/66 禅宗金書

2671Z EN/16 禅宗全書 267/Z EN/67 禅宗全書

267/Z EN/17 禅宗全書 267/Z EN/68 禅宗全書

267/Z EN/18 禅宗金書 267/Z EN/69 禅宗全書

267/Z E N/19 禅宗金書 267/Z E N/70 禅宗金書

267/Z EN/却 禅宗全書 267/Z E N/71 禅宗全書

267/Z E N/21 禅宗全書 267/Z E N/72 禅宗全書

267/Z EN/22 禅宗全書 267/Z EN/73 禅宗全書

267/Z EN/23 禅宗全書 267/Z EN/74 禅宗全書

267/Z EN/24 禅宗全書 2671Z EN/75 禅宗全書
267/Z EN/25 禅宗全書 2671Z EN/76 禅宗金書
267/Z EN/26 禅宗全書 267/Z EN/77 禅宗全書

267/Z EN/27 禅宗全書 267/Z EN/78 禅宗金書
267/Z EN/28 禅宗金書 267/Z EN/79 禅宗全書

267/Z EN/29 禅宗金書 267/Z EN/鈎 禅宗全書

267/Z EN/30 禅宗全書 267/Z E N/81 禅宗全書

2671Z EN/31 禅宗会書 267/Z EN/82 禅宗全書
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Buddhism and provide valuable information to Buddhist historians. The importance is 

how we read them in order to understand the historical meanings behind the 

discrepancies. 

Bibliography 

Sun Changwu孫昌武， Kinugawa Kenji衣川賢次， Nishiguchi Yoshio西口芳男， eds. 

Zutangji祖堂集.Beijing: Zhonghua shuju中華書局， 2007.

McRae， J ohn.“Shen-hui and the Teaching of Sudden Enlightenment." In Sudden and 
Gradua1 Approaches to EnJightenment in Chinese Thought. Honolulu: University of 

Hawaii Press， 1987. 

Shinohara， Koichi.“From Local History to Universal History: The Construction of the 

Sung T'ienイaiLineage." In Buddhism in the Sung. Honolulu: University of Hawai'i 何

Press， 1999. 

Weinstein， Stanley.“Buddhism， Schools of: Chinese Buddhism." The Encyc10pedia of 

Re1igion， v. 2. Edited by Mircea Eliade. New York: MacMillan Publishing Company， 

1987. 

く〉研究所収書目録。

〈平成二0年度登録図書一覧〉
08l1KON/32 アジア研究:文化の多様性と現代化

081/KON/94 社会の安全と公共政策

081/KON/95 明治日本とイギリス

081/KON/96 嬬祖等にみる海事信仰の文化と伝播:
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文化交流の研究
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421.03/N 1 K/2007 日本における韓国・朝鮮研究研究者デ
ィレクトリ

201.8/K AN/ 阿羅漢

201.8/KAN/ 金沢文庫の仏像

201.8/KAN/ 寺院に響く妙音:企画展

70921TOK/7 東京国立博物館文化財修理報告

069/T0 K/17 東京国立博物館図版目録

266.8/C H 1/13 報思院流胎蔵界念諦次第の手引き:動

潮撰『胎蔵界念論次第伝授手鑑』訳注

422.035/T 0 K/13唐研究

422.004/T 0 N /10敦燈吐魯番研究

OI 7.3/ 1 N T /10 List of publications received 

295.6/5 0 T /2∞5曹洞宗宗勢総合調査報告書
7ω'/GAN/ 元奥寺文化財研究所創立40周年記念論

文集

5741N 1 H/25 山梨・山口の民俗芸能

299.9/GAN/笈沿7元奥寺文化財研究所研究報告
410.075/ G A N / 中の池遺跡・平池東遺跡:中の池遺跡

第13次調査・平池東遺跡第3次調査:

総合運動公箇整備事業に伴う埋蔵文化

財発掘調査報告書

∞12.6/703/9 漢方の臨床

お6.4/CHU/9 中園教憧壁童全集

5741N 1 H/26 奈良の民俗芸能
気)62/BUK/ll 受茶羅集玄証本

057/91/33 天平写経とその周辺:研究発表と座談
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